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「
世
俗
的
批
評
」・「
弁
証
法
」・「
原
爆
文
学
」

―
文
学
史
記
述
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き

柳

瀬

善

治

は
じ
め
に

本
稿
は
、「
日
本
版
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』（
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
）

は
可
能
か
」「
世
俗
的
批
評
（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
）
を
成
す
存
立

機
制
は
何
か
」
と
い
う
作
業
仮
説
の
も
と
に
こ
れ
ま
で
の
日
本
文
学
史
記
述

の
方
法
意
識
を
再
検
証
し
、さ
ら
に
そ
の
問
い
を
日
本
思
想
史
に
お
け
る「
弁

証
法
的
思
惟
」
の
問
題
へ
と
敷
衍
す
る
こ
と
で
、
比
較
文
学
論
・
比
較
思
想

史
的
な
観
点
か
ら
日
本
文
学
史
を
再
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

次
に
、
英
語
圏
の
同
時
代
の
文
学
・
哲
学
（
弁
証
法
に
対
し
て
批
判
的
な
分

析
哲
学
等
）
の
研
究
状
況
の
再
構
成
と
そ
う
し
た
状
況
の
日
本
と
の
対
応
関

係
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
弁
証
法
的
体
系
に
包
含
で
き
な
い
外

部
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
」「
核
」
を
ど
の
よ
う
に
表
象
す
る
か
と
い
う
問
い

を
「
弁
証
法
の
外
部
」「
中
動
態
」
と
い
う
観
点
か
ら
問
い
直
す
。

一

ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
と
い
う
視
座

―
サ
イ
ー
ド
と
弁
証
法

―

『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
り
一
九
四
六
年
に
出
版
さ
れ

た
（
ド
イ
ツ
語
版
）
著
作
で
あ
る
。
同
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
の
歴
史
を
「「
ミ

メ
ー
シ
ス
」（
模
倣
）
に
よ
る
現
実
の
解
釈
」
と
と
ら
え
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
概

念
が
古
典
作
品
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
い
か
に
変
容
し
た
か
が
詳
細
に
論

じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
「
ギ
リ
シ
ャ
的
な
も
の
（
水
平
的
）」
と

「
ヘ
ブ
ラ
イ
的
な
も
の
（
垂
直
的
）」
の
弁
証
法
的
な
思
考
法
の
萌
芽
の
指
摘

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
著
名
な
批
評
家
、
例
え
ば
ジ
ェ
ル
ジ
・
ル
カ
ー

チ
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
や
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
の
仕
事
に
先
立

つ
。
同
書
の
影
響
は
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
現
在
の
批
評
家
に
ま
で
及
ぶ
も
の

で
あ
り
、
日
本
で
は
篠
田
一
士
ら
に
よ
る
紹
介
が
あ
り
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ

ェ
イ
ム
ソ
ン
（
イ
ェ
ー
ル
大
で
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
指
導
を
受
け
る
）、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
に
も
深
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
サ
イ
ー
ド
の
「
世
俗
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的
批
評
」
の
概
念
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
著
作
へ
の
考
察
に
立
脚
し
て
お
り

（『
世
界
・
テ
キ
ス
ト
・
批
評
家
』
序
章
）、
い
わ
ば
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
霊
感
源
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
は
、
こ
の
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
で
の
問
い
（
リ
ア
リ
ズ
ム
概
念
と
弁
証

法
）
、
お
よ
び
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
受
け
た
サ
イ
ー
ド
の
問
い
（
世
俗
的
批

評

―
既
存
の
文
学
的
制
度
の
外
側
に
批
評
的
根
拠
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
）
を

受
け
、「
日
本
版
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』（
日
本
思
想
に
お
け
る
弁
証
法
的
思
惟
）
は

可
能
か
」「
世
俗
的
批
評
を
成
す
存
立
機
制
は
何
か
」
と
い
う
視
座
か
ら
日

本
文
学
史
・
日
本
思
想
史
の
可
能
性
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

。
(1)

私
は
博
士
論
文
で
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
問
題

を
取
り
扱
い
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
日
本
の
文
学
史
記
述
に
お
い
て
一
種

の
記
述
戦
略
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
、
そ
の
際
に
文
学
史

記
述
の
戦
略
性
に
関
心
を
持
っ
た
。
そ
の
後
、
江
藤
淳
や
吉
本
隆
明
ら
の
文

学
理
論
を
検
証
し
、
文
学
史
記
述
の
問
題
を
原
理
的
に
考
察
す
る
と
い
う
作

業
を
継
続
し
て
き
た

。
(2)

日
本
思
想
史
を
弁
証
法
的
思
惟
で
考
察
し
た
仕
事
と
し
て
は
か
つ
て
の
丸

山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
や
家
永
三
郎
『
田
辺
元
の
思
想
史
的
研

究
』『
日
本
思
想
史
に
お
け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る

が
、
日
本
文
学
史
を
そ
う
し
た
視
座
で
考
察
し
た
も
の
は
か
つ
て
の
ヘ
ー
ゲ

ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
著
作
（
吉
本
隆
明
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か
』

な
ど
）
に
限
定
さ
れ
、
本
稿
の
よ
う
な
比
較
文
明
論
・
比
較
思
想
史
的
な
観

点
の
研
究
は
な
い
。
ま
た
、
リ
ア
リ
ズ
ム
概
念
が
自
然
主
義
や
私
小
説
と
の

関
連
か
ら
の
み
検
証
さ
れ
、
そ
の
思
想
的
強
度
や
歴
史
的
必
然
性
を
問
わ
ず

に
来
た
従
来
の
日
本
文
学
研
究
を
問
い
直
す
と
い
う
点
で
も
本
稿
で
の
視
座

は
重
要
で
あ
る

。
(3)

本
稿
は
日
本
の
文
芸
批
評
家
の
仕
事
も
検
証
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
サ
イ
ー
ド
の
「
世
俗
的
批
評
」
が
日
本
の
文
芸
批
評
と
研
究
に
ど
の
よ

う
に
見
い
だ
せ
る
の
か
を
問
い
直
す
た
め
で
あ
る

。
(4)

さ
ら
に
本
稿
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
仕
事
を
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か

ら
逆
算
し
て
再
考
す
る
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。「
世
俗
的
批
評
」
に
つ
い

て
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
サ
イ
ー
ド
自
身
に
よ
る
「
世
俗
批
評
」（『
世
界
・

テ
キ
ス
ト
・
批
評
家
』）
が
あ
り
、
そ
こ
で
サ
イ
ー
ド
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の

『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
後
記
に
ふ
れ
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
的
伝
統
か
ら
離

れ
た
場
所
で
思
考
し
た
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
営
み
を
再
評
価
し
て
い
る

。
(5)

こ
の
「
世
俗
的
批
評
」
を
可
能
に
す
る
「
場
所
」
と
は
単
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

か
ら
離
れ
た
在
野
に
身
を
置
く
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
世
俗
的
な

も
の
に
身
を
浸
し
な
が
ら
そ
こ
か
ら
同
時
に
批
評
的
距
離
を
い
か
に
し
て
維

持
す
る
か
と
い
う
緊
張
感
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
サ
イ
ー
ド
の
高
弟
ゴ
ウ
リ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
タ
ン
の
『
異
議

申
し
立
て
と
し
て
の
宗
教
』
で
「
世
俗
的
批
評
」
を
「
既
存
の
諸
原
理
へ
の

異
議
申
し
立
て
を
、
本
質
的
に
は
、
宗
教
的
権
威
へ
の
抵
抗
と
同
型
で
あ
る

と
み
な
す
発
想
」
と
と
ら
え
た
う
え
で
、
宗
教
的
批
評
、
こ
と
に
「
改
宗
」

に
関
す
る
分
析
へ
と
応
用
し
た
研
究
が
あ
る

。
こ
の
「
世
俗
的
批
評
」
の

(6)

再
検
証
は
キ
リ
ス
ト
教
の
異
端
の
議
論
を
日
本
思
想
史
に
応
用
し
た
前
述
の

藤
田
『
異
端
論
断
章
』
の
再
評
価
に
も
つ
な
が
り
う
る
。
事
実
、
ヴ
ィ
シ
ュ

ワ
ナ
ー
タ
ン
は
同
書
で
「
異
端
」
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
サ
イ
ー
ド
が
モ

ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
背
後
に
社
会
的
諸
関
係
の
変
化
、
「
血
縁
的
関
係
」

（filiation
親
子
関
係
な
ど
）
か
ら
「
養
子
縁
組
関
係
」（affliation

家
族
と
は

違
う
横
断
的
な
つ
な
が
り
で
あ
り
物
象
化
さ
れ
た
関
係

）
の
変
化
を
見
て
い
る

(7)

点
は
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
で
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
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フ
評
価
を
社
会
関
係
の
観
点
か
ら
評
価
を
し
直
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

私
は
前
述
し
た
問
題
関
心
か
ら
、『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
を
は
じ
め
と
す
る
欧

米
の
文
学
史
記
述
に
詳
し
い
齋
藤
一
と
二
〇
一
五
年
頃
よ
り
日
本
の
批
評
家

や
研
究
者
の
仕
事
に
つ
い
て
継
続
的
に
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
齋
藤
は
私
の

問
題
提
起
を
受
け
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
協
会
で
の
研
究
発
表
に
お
い

て
中
動
態
論
か
ら
の
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
再
評
価
の
検
証
を
行
っ
て
い
る

。
(8)

さ
ら
に
、
ダ
マ
ソ
・
フ
ェ
レ
イ
ロ
・
ポ
ッ
セ
に
よ
る
芥
川
龍
之
介
研
究
が

芥
川
の
ギ
リ
シ
ャ
文
学
受
容
に
つ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た

。
ダ
マ

(9)

ソ
の
研
究
は
『
神
々
の
微
笑
』（
一
九
二
三
）
で
の
芥
川
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
』
受
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
芥
川
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
』
受
容
が
『
ミ

メ
ー
シ
ス
』第
一
章
の
議
論
と
接
続
し
う
る
こ
と
が
こ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
。

こ
こ
か
ら
日
本
版
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
の
萌
芽
が
（
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
仕
事

の
二
〇
年
前
に
）
大
正
期
の
芥
川
の
仕
事
に
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
大
正
期
に
は
野
上
弥
生
子
が
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
独
自
に
受
容

し
て
お
り

、
芥
川
が
こ
の
当
時
日
本
の
神
話
を
主
題
と
し
た
作
品
（『
素
戔

(10)

嗚
尊
』
一
九
二
〇
）
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
も
合
わ
せ
、
こ
の
観
点
は
追
及

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
研
究
と
の
接
点
か
ら
日
本
近
代
文
学
史
を
比
較
文
学
的
視
座
か

ら
検
証
し
、
新
た
な
文
学
史
的
記
述
へ
と
展
望
す
る
視
座
が
開
け
た

。
(11)

本
稿
の
視
座
は
か
つ
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
文
学
・
思
想

史
研
究
へ
の
再
検
討
の
意
味
合
い
も
持
ち
、
そ
れ
は
芥
川
に
胚
胎
し
た
〈
も

う
一
つ
の
ミ
メ
ー
シ
ス
〉
の
可
能
性
を
問
う
も
の
で
も
あ
る
。

二

日
本
文
学
史
・
日
本
思
想
史
記
述
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
的
思
惟
の
試
み

で
は
、
具
体
的
に
日
本
文
学
史
・
日
本
思
想
史
記
述
に
お
け
る
弁
証
法
を

は
じ
め
と
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
的
思
惟
の
展
開
を
見
て
い
く
。

複
数
の
外
国
語
訳
が
あ
り
海
外
で
も
知
ら
れ
る
加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史

序
説
』（
一
九
七
三
―
一
九
七
五
）
は
、
日
本
文
学
の
歴
史
的
展
開
の
特
徴
と

し
て
①
文
化
全
体
の
中
で
の
文
学
の
役
割
、
②
そ
の
歴
史
的
発
展
の
型
、
③

言
語
と
そ
の
表
記
法
、
④
文
学
の
社
会
的
背
景
、
⑤
世
界
観
的
背
景
を
挙
げ

て
い
る
。
加
藤
は
、「
具
体
的
・
非
体
系
的
・
感
情
的
な
人
生
の
特
殊
な
場

面
に
即
し
て
、
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
思
想
の
「
日
本
化
」
を
「
包

括
的
体
系
の
分
解
」（p13

）
と
し
た
の
ち
、「
新
旧
が
交
替
す
る
の
で
は
な

く
、
新
が
旧
に
付
け
加
え
ら
れ
る
」「
ど
れ
一
つ
と
し
て
後
か
ら
来
た
形
式

の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
消
え
去
っ
た
も
の
は
な
い
」（p15

）
と
述
べ
、
型
の

交
替
の
不
在
、
す
な
わ
ち
弁
証
法
的
思
考
の
不
在
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
加

藤
は
そ
う
し
た
発
展
の
型
が
成
立
し
た
理
由
と
し
て
「
言
語
的
・
社
会
的
・

世
界
観
的
背
景
に
あ
ら
わ
れ
た
あ
る
種
の
「
二
重
構
造
」
」（p16

）
を
あ
げ

て
お
り
、
日
本
の
和
語
と
漢
語
の
「
二
か
国
語
併
用
」
＝
「
二
重
構
造
」
を

そ
の
言
語
的
背
景
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

。
(12)

加
藤
の
論
で
の
指
摘
と
し
て
、『
竹
取
物
語
』
の
構
成
の
完
成
度
を
称
賛

し
そ
の
後
継
作
品
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
、『
土
佐
日
記
』
に
そ
の
後
の
平

安
文
学
だ
け
で
な
く
遠
く
私
小
説
の
先
駆
（「
作
者
の
日
常
的
経
験
を
記
録
し
、

そ
こ
に
抒
情
的
な
「
さ
わ
り
」
を
設
け
る
」）
を
見
て
い
る
こ
と
、
平
安
期
の

文
人
た
ち
が
実
証
的
な
態
度
と
私
生
活
の
崇
高
化
を
両
立
さ
せ
、
な
お
か
つ

そ
こ
に
中
国
文
学
と
は
違
う
社
会
的
無
関
心
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
（
こ
れ

も
私
小
説
の
先
駆
で
あ
る
と
み
な
せ
な
く
は
な
い
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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ま
た
仏
教
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
の
到
来
と
仏
教
の
武
士
階

級
へ
の
普
及
が
平
安
期
の
貴
族
社
会
を
崩
壊
さ
せ
つ
つ
、
そ
こ
に
あ
る
種
の

「
歴
史
意
識
」
―
「
原
因
結
果
の
連
鎖
と
し
て
過
去
を
記
述
す
る
こ
と
」
―

を
発
生
さ
せ
、そ
れ
が
十
三
世
紀
の
平
家
物
語
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、

道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
体
験
の
直
接
性
を
表
象
す
る
母
国
語
と
客
体
化
の

概
念
的
道
具
と
し
て
の
外
国
語
の
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
に
見
た
言
語
の
二
重
使
用
と
い
う
把
握
に
基
づ
く

議
論
で
あ
り
、
道
元
や
富
永
仲
基
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
日
本
文
学
史
及
び

思
想
史
に
お
い
て
は
弁
証
法
的
な
思
考
法
と
批
評
性
が
発
生
し
な
か
っ
た
と

加
藤
は
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
柄
谷
行
人
が
『
日
本
精
神
分
析
』

で
論
じ
た
論
点
を
援
用

(13)

し
て
説
明
す
れ
ば
、
日
本
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
、
外
来
思
想
が
内
在
化

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
表
層
に
温
存
さ
れ
た
ま
ま
残
り
続
け
る
「
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
」
と
い
う
「
制
度
」
の
産
物
と
し
て
、
言
語
秩
序
と
い
う
他
者
に
直

面
す
る
こ
と
な
く
主
体
形
成
が
行
わ
れ
る
た
め
、「
日
本
語
」
及
び
「
日
本

人
」
に
は
複
数
の
意
味
の
抗
争
に
よ
る
批
評
性
が
発
生
せ
ず
、
内
面
的
な
美

学
性
の
み
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
(14)

外
来
的
な
観
念
は
、
所
詮
漢
字
や
カ
タ
カ
ナ
と
し
て
表
記
上
区
別
さ
れ

る
以
上
、
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
本
質
的
に
内
面
化
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
も
な
い
。

(15)

こ
こ
か
ら
見
た
と
き
、
柄
谷
の
議
論
も
ま
た
日
本
に
お
け
る
弁
証
法
的
思

考
の
不
在
を
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
問
い
は
柄
谷
の
言
う

「
他
者
」
の
不
在
と
い
う
問
い
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
付
け
加
え

て
お
く
な
ら
ば
、
柄
谷
が
『
日
本
精
神
分
析
』
で
例
に
出
し
て
い
る
の
は
ダ

マ
ソ
が
論
じ
た
『
神
々
の
微
笑
』
で
あ
る

。
(16)

加
藤
の
仕
事
に
つ
い
て
、
芳
賀
徹
は
津
田
左
右
吉
の
『
文
学
に
現
れ
た
る

我
が
国
民
思
想
の
研
究
』
を
そ
の
先
駆
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が

、
後
述
の

(17)

家
永
三
郎
が
弁
証
法
的
な
視
座
で
日
本
思
想
史
を
論
じ
（『
日
本
思
想
史
に
お

け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』
）
、
田
辺
元
お
よ
び
津
田
左
右
吉
の
思
想
を
ト
ー

タ
ル
に
検
証
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば

、
明
治
期
か
ら
の
日
本
文
学

(18)

史
、
日
本
思
想
史
を
本
研
究
の
視
座
で
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
文
学
史
を
総
覧
し
た
数
少
な
い
試
み
の
一
つ
で
あ

る
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史
』（
一
九
八
五
―
一
九
九
二
）
は
日
本
の
文
芸
の

特
質
と
し
て
「
対
立
性
が
鋭
く
現
れ
な
い
」
点
を
あ
げ
、
以
下
の
五
つ
の
点

を
挙
げ
て
い
る
。
①
構
成
に
お
け
る
対
立
者
の
欠
如
、
②
自
然
と
人
間
と
の

隔
て
な
さ
、
③
階
級
が
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
関
わ
り
の
非
在
、
④
個
人
と
集

団
と
の
協
調
傾
向
、
⑤
製
作
者
な
い
し
演
奏
者
と
の
相
依
関
係
。

そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
明
確
な
対
立
性
が
現
れ
な
い
た
め
、『
ミ
メ
ー

シ
ス
』
で
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
論
じ
た
よ
う
な
自
然
を
対
象
化
し
た
描
写
と

神
話
的
世
界
の
対
立
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
描
写
性
に
お
い
て
も
、
他
な
ら

ぬ
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
言
及
し
な
が
ら
小
西
自
身
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

俳
句
と
い
う
極
小
の
形
式
の
文
学
に
至
る
日
本
文
学
の
歴
史
は
無
限
に
増
殖

す
る
可
能
性
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
の
描
写
（
の
弁
証
法
的
展
開
）
と

相
容
れ
な
い
も
の
を
含
む
と
さ
れ
る

。
(19)

『
日
本
文
藝
史
』
で
は
、「
永
遠
」
を
目
指
し
完
結
性
を
尊
ぶ
「
雅
」
と

通
俗
さ
ゆ
え
に
無
限
へ
の
志
向
を
持
つ
「
俗
」、
両
者
の
混
淆
で
あ
る
「
雅

俗
」（
俳
諧
な
ど
）
を
分
類
概
念
と
し
て
分
析
が
進
み
、
小
説
は
江
戸
時
代

の
そ
れ
も
含
み
「
雅
俗
」
の
系
列
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

。
加
藤
の
研

(20)
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究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
近
代
以
降
の
詩
歌
や
戯
曲
に
も
目
を
配

り
、
中
国
文
学
史
へ
の
深
い
造
詣
を
も
と
に
漢
詩
文
と
の
比
較
や
東
ア
ジ
ア

全
体
の
な
か
で
日
本
文
学
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
小
西
の
研
究
の

特
徴
で
あ
る
。

江
藤
淳
の
『
作
家
は
行
動
す
る
』（
一
九
五
九
）
は
「
行
動
」
と
「
文
体
」

と
を
接
続
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。

自
己
否
定
に
よ
っ
て
現
実
を
包
括
し
え
た
と
き
、
そ
の
瞬
間
に
全
体

の
有
機
的
な
部
分
と
し
て
の
「
個
性
」
が
確
立
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
己

充
足
的
で
は
な
く
、
全
く
機
能
的
な
、
つ
ね
に
全
体
と
の
動
的
な
関
係

に
お
い
て
存
在
す
る
個
性
で
あ
る

。
(21)

「
小
説
の
文
体
」
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
に
よ
る
行
動
を
通

じ
て
、
い
っ
さ
い
の
こ
と
ば
の
拘
束
を
抹
殺
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
行
動
は
、
す
で
に
く
り
か
え
し
て
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
た
え
ざ

る
「
現
在
」
の
自
己
否
定
か
ら
生
じ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

最
終
的
に
は
、
否
定
運
動
を
完
結
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
も
っ
と
も

大
き
な
「
肯
定
」
―
す
べ
て
の
現
在
に
生
き
、
行
動
し
、
存
在
し
て
い

る
も
の
た
ち
へ
の
讃
歌
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ

う

。
(22)

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
江
藤
は
、
小
説
は
「
静
的
な
自
己
主
張
を
行
う
個
性

の
否
定
」
を
め
ざ
す
「
文
体
」
で
描
か
れ
た
、「
構
造
を
明
瞭
に
露
呈
し
た

現
実
」
を
「
表
現
」
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
よ
う
な

「
表
現
」
と
し
て
の
「
作
品
」
を
読
む
こ
と
で
読
者
は
「
行
動
」
に
参
加
し

う
る
の
だ
と
す
る

。
(23)

こ
う
し
た
江
藤
の
立
論
に
対
し
、
同
時
代
に
菅
野
昭
正
に
よ
る
批
判
が
あ

る

。
菅
野
は
江
藤
の
論
理
に
お
け
る
用
語
法
の
曖
昧
さ
と
混
乱
、
状
況
論

(24)
と
原
理
論
の
混
淆
、
文
学
と
社
会
的
価
値
と
の
「
単
純
連
続
説
」
を
厳
し
く

批
判
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
文
明
批
判
的
な
批
評
に
必
要
な
「
未
来
像
の
設

計
へ
の
主
体
的
な
衝
動
」
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
、「〈
伝
達
〉」
を
「
表
現

上
の
問
題
」
に
の
み
限
定
し
「
人
間
相
互
の
関
係
で
ど
こ
ま
で
可
能
か
」
と

い
う
「
倫
理
の
根
本
的
な
問
題
と
し
て
の
側
面
」（p104

）
を
捨
象
し
て
い

る
こ
と
、
そ
う
し
た
「
機
能
的
散
文
論
」
が
、「
言
語
の
彼
方
」
と
い
う
言

語
の
「
対
象
を
遠
ざ
け
て
不
在
を
保
持
す
る
機
能
、
可
動
的
な
第
二
の
機
能
」

（p108

）
を
議
論
に
導
入
し
た
時
点
で
破
綻
し
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
た
す

べ
て
の
矛
盾
が
彼
の
「
行
動
」
概
念
の
多
義
性
に
集
約
的
に
現
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る

。
(25)

事
実
、
後
述
の
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
と
比
較
し
た
場
合
、
菅
野
の
い
う
「
人

間
相
互
の
関
係
で
ど
こ
ま
で
可
能
か
」
と
い
う
「
倫
理
の
根
本
的
な
問
題
と

し
て
の
側
面
」「
未
来
像
の
設
計
へ
の
主
体
的
な
衝
動
」
は
、
バ
ー
ク
の
理

論
に
お
い
て
は
象
徴
的
行
動
の
概
念
と
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
を
は
じ
め
と
す
る
哲

学
的
素
養
に
基
づ
い
た
語
源
学
や
弁
証
法
な
ど
の
理
論
の
吟
味
に
よ
り
担
保

さ
れ
て
お
り
、
江
藤
の
論
は
バ
ー
ク
の
仕
事
と
比
べ
た
場
合
、
議
論
の
緻
密

さ
と
知
的
背
景
の
幅
広
さ
が
足
り
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
以
前
拙
稿
で
論

じ
た
よ
う
に

「
表
現
」
の
概
念
が
厳
密
で
な
い
こ
と
と
も
合
わ
せ
、
江
藤

(26)

の
「
行
動
」
と
「
文
体
」
を
接
続
し
た
論
は
理
論
的
に
十
分
な
も
の
で
は
な

い
。た

だ
、
江
藤
が
日
本
に
お
け
る
「
散
文
」
の
例
と
し
て
福
沢
諭
吉
と
内
村

鑑
三
を
例
に
挙
げ
、
そ
こ
に
「
動
的
な
自
己
否
定
」
と
「
す
で
に
あ
る
文
学
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的
な
規
範
や
美
学
に
対
す
る
否
定
」
を
見
て
取
り
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上

に
夏
目
漱
石
の
文
体
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
漱
石
の
根
底
に「
根

源
的
な
「
存
在
」
へ
の
不
安
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
『
リ

ア
リ
ズ
ム
の
源
流
』
に
お
け
る
「
他
者
と
社
会
に
開
か
れ
た
も
の
」
を
表
象

す
る
文
学
史
へ
の
視
座
が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
は
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う

。
(27)

弁
証
法
的
な
論
理
で
文
学
史
を
記
述
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
吉
本
隆

明
の
名
は
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
初
期
の
『
マ
チ
ウ
書
試
論
』
で
吉
本

は
「
ロ
ー
マ
的
な
秩
序
」
と
「
ヘ
ブ
ラ
イ
聖
書
」
の
相
克
、
そ
し
て
其
処
か

ら
切
断
さ
れ
た
存
在
と
し
て
キ
リ
ス
ト
を
描
き
出
し
、
か
つ
、
そ
の
キ
リ
ス

ト
と
い
う
〈
虚
構
〉（
吉
本
の
種
本
は
新
約
聖
書
を
偽
書
と
し
た
ド
レ
ウ
ス
の
『
キ

リ
ス
ト
神
話
』）
を
中
心
に
し
て
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
権
力
の
生
成
過
程
（
そ

れ
を
支
え
る
「
一
種
の
す
る
ど
い
観
念
的
な
二
元
論
」）
を
見
て
い
る

。
こ
う

(28)

し
た
原
理
的
把
握
を
立
脚
点
と
し
、『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か
』
で
の

自
己
表
出
と
指
示
表
出
に
よ
る
「
表
現
転
移
論
」
に
結
実
し
た
吉
本
の
仕
事

は
、「
ギ
リ
シ
ア
的
な
も
の
」
と
「
ヘ
ブ
ラ
イ
的
な
も
の
」
の
弁
証
法
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
生
成
と
変
容
を
論
じ
た
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ

ハ
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
に
日
本
で
最
も
接
近
し
た
試
み
と
と
ら
え
る
こ
と
が
出

来
る
。

『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
の
描
写
の
問
題
は
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か
』
に

お
い
て
は
「
指
示
表
出
」
に
対
応
す
る
が
、「
自
己
表
出
」
と
「
指
示
表
出
」

と
の
関
係
は
い
わ
ゆ
る
弁
証
法
に
回
収
さ
れ
な
い
ね
じ
れ
を
持
っ
て
い
る
。

合
田
正
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、吉
本
は
こ
の
二
種
類
の
表
出
の
関
係
に「
網

目
」「
縫
目
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
お
り
、
吉
本
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
ヘ
ー

ゲ
ル
弁
証
法
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
（
あ
る
い
は
デ
リ
ダ
的
な
）
屈
曲
を
加
え
た

田
辺
元
と
比
較
し
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る

。
加
藤
、
小
西
が
日
本
に
お
け

(29)

る
思
想
的
対
立
の
不
在
を
問
題
化
し
て
い
る
の
に
対
し
、
吉
本
は
あ
え
て
そ

こ
に
力
の
交
錯
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

吉
本
に
は
「
大
衆
の
原
像
」
概
念
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
易
な
代
行
＝
表

象
論
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、｢

こ
れ
を
ど
ん
な
に
汲
み
取
ろ
う

と
し
て
も
、
手
の
指
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
て
し
ま
う
も
の｣

つ
ま
り
は
表
象
や

(30)

理
論
に
還
元
で
き
な
い
抵
抗
性
を
も
っ
た
概
念
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

合
田
は
吉
本
の
「
原
像
」
を
「
主
観
に
よ
っ
て
不
可
避
的
に
補
正
さ
れ
無
化

さ
れ
る
以
前
の
」「
こ
の
よ
う
な
処
理
に
抵
抗
す
る
曖
昧
さ
と
複
雑
さ
の
痕

跡
」
と
解
釈
し
て
い
る

。
こ
う
し
た
複
雑
性
を
持
っ
た
概
念
を
サ
イ
ー
ド

(31)

の
「
世
俗
的
批
評
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
新
た
な
読
解
の
可
能
性
が
開
き
う

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
暗
黙
に
「
日
本
人
同
士
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
吉
本
の
「
大
衆
」
論
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
な
陰
影
を
付
け
加
え
る

こ
と
で
も
あ
る
。

日
本
思
想
史
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
歴
史
記
述
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
丸
山

真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、
家
永
三
郎
『
田
辺
元
の
思
想
史
的
研
究
』

『
日
本
思
想
史
に
お
け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』
な
ど
が
著
名
な
著
作
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

丸
山
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が

、
近
年
の
研
究
と
し

(32)

て
今
井
弘
道
の
研
究
が
あ
り
、
今
井
は
丸
山
の
「
政
治
学
に
於
け
る
国
家
の

概
念
」（
一
九
三
六
）
に
お
け
る
「
弁
証
法
的
な
全
体
主
義
」
に
お
け
る
田

辺
元
の
影
響
を
指
摘
し
、
そ
の
概
念
を
起
点
と
し
て
丸
山
の
江
戸
思
想
史
研

究
や
戦
後
の
著
作
を
総
覧
し
て
論
じ
て
い
る

。
(33)

興
味
深
い
の
は

今
井
が
野
口
武
彦
『
王
道
と
革
命
の
間
』

で
の
吉
田

(34)
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松
陰
解
釈
に
触
発
さ
れ
る
形
で
、
丸
山
の
戦
時
下
に
書
か
れ
た
吉
田
松
陰
論

に
「
緊
急
権
国
家
論
」「
国
民
戦
争
」
へ
の
問
い
を
読
み
取
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。

一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
三
年
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
季
節

に
連
載
さ
れ
た
野
口
の
こ
の
著
作
は
「
孟
子
問
題
」、
具
体
的
に
は
「
易
姓

革
命
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
江
戸
思
想
史
を
総
覧
し
つ
つ
、
そ
こ
で
の
い
わ

ば
「
弁
証
法
的
展
開
」
を
位
置
づ
け
る
（
最
終
章
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
北
一
輝

と
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
）
と
い
う
点
で
本
稿
の
問
い
に
も
合
致
す
る
仕
事
で

あ
る
。

家
永
に
つ
い
て
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
家
永
が
『
日
本
思
想
史
に
お
け
る

否
定
の
論
理
の
発
達
』
で
指
摘
し
て
い
る
の
が
鎌
倉
時
代
の
新
仏
教
が
古
代

の
肯
定
的
な
精
神
に
も
と
づ
く
思
考
に
対
し
否
定
的
な
世
界
観
を
突
き
付
け

た
と
い
う
点
で
あ
り
、
家
永
は
そ
の
問
い
を
田
辺
哲
学
の
検
証
に
お
い
て
も

貫
い
て
い
る

。
(35)

丸
山
と
の
共
同
研
究
と
し
て
書
か
れ
た
著
作
と
し
て
藤
田
省
三
『
異
端
論

序
説
』
が
あ
り
、
藤
田
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
丸
山
真
男
を
補
助
線
と
し
な
が
ら

社
会
構
造
に
お
け
る
正
統
・
異
端
の
諸
類
型
（
Ｏ
（orthdoxy

）
）
正
統
と
Ｌ

(legitim
acy

）
正
統
）

を
提
出
し
た
う
え
で
、
日
本
社
会
に
お
け
る
「
天
皇

(36)

制
」
と
そ
れ
に
付
随
す
る
「
神
の
蒸
発
過
程
」
を
論
じ
、
そ
こ
で
は
西
欧
に

お
け
る
正
統
と
異
端
の
交
替
が
機
能
し
な
い
と
述
べ
て
い
る

。
こ
れ
も
ま

(37)

た
日
本
に
お
け
る
弁
証
法
的
思
考
の
不
在
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
藤
田

が
「『
昭
和
八
年
』
を
中
心
と
す
る
転
向
の
状
況
」（『
転
向
の
思
想
史
的
研
究
』）

で
言
及
す
る
「
ズ
ル
ズ
ル
ベ
ッ
タ
リ
の
状
況
追
随
主
義
」
の
指
摘
も
こ
う
し

た
日
本
の
思
想
的
風
土
へ
の
批
評
的
な
言
及
で
あ
る
と
い
え
る
。
柄
谷
が
す

で
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
主
義
は
日
本
思
想
史
に
お
い
て「
他
者
」

と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る

。
(38)

マ
ル
ク
ス
主
義
と
日
本
の
歴
史
記
述
の
対
応
に
つ
い
て
は
、磯
前
順
一「
暗

い
時
代
に

―
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
と
戦
後
日
本
の
歴
史

学

―
」
に
お
い
て
石
母
田
の
マ
ル
ク
ス
主
義
受
容
と
三
木
清
の
影
響
を
論

じ
て
お
り
、
永
田
博
志
、
三
枝
博
音
、
服
部
之
総
ら
の
戦
前
の
日
本
思
想
史

研
究
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
も
同
書
赤
澤
史
朗
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
日

本
思
想
史
研
究
」
論
文
に
指
摘
が
あ
る

。
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な

(39)

ヘ
ー
ゲ
ル
受
容
へ
の
違
和
と
し
て
吉
本
の
理
論
は
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
吉
本
は
マ
ル
ク
ス
的
な
弁
証
法
的
思
考
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
み
な
ら
ず
『
マ

チ
ウ
書
』
に
ま
で
遡
り
再
検
証
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
は
遠
山
啓
の
数
学
論

を
も
視
野
に
入
れ
て
理
論
を
構
築
し
て
い
る

。
吉
本
の
弁
証
法
的
思
考
に

(40)

つ
い
て
は
鹿
島
茂
の
肯
定
的
評
価
も
あ
る
が

、
吉
本
へ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影

(41)

響
だ
け
で
な
く
よ
り
広
範
な
背
景
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

三

英
語
圏
の
文
学
・
哲
学
研
究
と
の
対
応

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
と
ケ
ネ
ス
・

バ
ー
ク

本
稿
は
、
日
本
で
の
文
学
史
記
述
全
体
の
再
検
討
を
目
指
す
も
の
だ
が
、

こ
う
し
た
検
討
で
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
は
英
語
圏
の
同
時
代
の
文

学
・
哲
学
の
研
究
状
況
の
再
構
成
と
そ
う
し
た
状
況
の
日
本
と
の
対
応
関
係

で
あ
る
。

ハ
リ
ー
・
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
（H

arry
Slochow

er

）
の

Literature
and

philosophy
betw

een
tw

o
W

orld
W

ars

（1945

）
に
は
第
一
次
大
戦
後
か
ら

一
九
三
〇
年
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
至
る
西
欧
の
文
学
と
思
想
状
況
が
活
写
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
は
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
哲
学
が
あ
る
。
ス
ロ
チ
ャ
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ワ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
は
由
良
君
美
の
一
九
七
〇
年
代
で
の
紹
介

―
「
ニ

ュ
ー
ス
ク
ー
ル
、
バ
ー
ク
、
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
」（『
世
界
』
一
九
七
二
・
一
）

―

や
後
述
の
ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
の
著
作
の
邦
訳

を
除
い
て
日
本
で
は

(42)

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
に
は

M
ythopoesis

:m
ythic

patterns
in

the
literary

classics

（1970

）
と
い
う
神

話
的
元
型
と
文
学
の
比
較
研
究
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
研

究
が
明
白
に
意
識
さ
れ
て
お
り
、
両
者
と
も
に
亡
命
者
知
識
人
で
あ
る
と
い

う
共
通
項
も
存
在
し
て
い
る

。
(43)

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
は
前
掲
書
の
中
で
第
一
次
大
戦
の
衝
撃
を
「
不
完
全
さ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
こ
と
で
語
り
起
こ
し
て
い
る
。
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
は
ル

ネ
サ
ン
ス
に
よ
る
中
世
か
ら
の
切
断
を
超
越
論
的
二
元
論
か
ら
別
の
二
元
論

へ
の
移
行
と
み
な
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
「
商
品
か
ら
芸
術
や
哲
学
が
分

離
」
し
た
こ
と
で
あ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
発
生
も
「
物
質
的
汚
染
か
ら
精
神

を
救
う
と
い
う
テ
ー
マ
」
＝
「
作
家
の
疎
外
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
非
人
間

化
」
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る
と
す
る

。
(44)

さ
ら
に
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
全
て
の
政
治
的
倫
理
的
基
準
の
崩
壊
が

起
こ
り
、そ
れ
は
哲
学
・
文
学
が
発
す
る
危
機
の
シ
グ
ナ
ル
で
あ
っ
た
と
し
、

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
は
そ
れ
を
科
学
に
お
け
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
哲
学
へ
の
疑
い
と

並
行
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。「
疑
念
・
偶
然
・
不
確
実
性
・
無

法
が
支
配
し
て
い
る
戦
争
文
化
」
が
人
格
の
空
虚
な
人
間
化
、
統
一
性
の
喪

失
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
席
捲
を
招
く
と
さ
れ
、「
非
理
想
的
な
時
代
に
理
想
を

描
く
」
と
い
う
点
で
、
ニ
ー
チ
ェ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る

。
(45)

論
理
実
証
主
義
と
形
而
上
学
は
ど
ち
ら
も
「
行
動
す
る
過
程
、
弁
証
法
的

な
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
（dialectic

overlaps

）
」
に
対
処
で
き
な
い
と
み
な
さ
れ
、

マ
ル
ク
ス
―
フ
ロ
イ
ト
的
分
析
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
観
点
か
ら
見
た
バ
ー
ク

の
哲
学
の
重
要
性
が
説
か
れ
る
。

最
後
に
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
と
呼

び
、
中
世
人
が
「
救
済
」
と
呼
び
、
我
々
現
代
人
が
「
統
合
」
と
呼
ぶ
も
の

―

偉
大
な
古
典
文
学
の
登
場
人
物
の
「
認
識
」
の
瞬
間

―
登
場
人
物
の
ジ
レ

ン
マ
の
意
味
と
仲
間
や
世
界
に
対
す
る
本
当
の
関
係
を
理
解
す
る
瞬
間

（p380

）
の
重
要
性
が
語
ら
れ
、
そ
れ
を
最
後
の
市
民
が
到
達
す
べ
き
「
弁

証
法
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
し
て
い
る

。
(46)

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
が
バ
ー
ク
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
前
述
の
『
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
方
法
』
で
ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
が

指
摘
し
て
い
る
が

、
こ
の
論
点
は
今
一
度
顧
み
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。『
文

(47)

学
形
式
の
哲
学
』（
一
九
四
一
）、『
動
機
の
文
法
』（
一
九
四
五
）、『
動
機
の
修

辞
学
』（
一
九
五
〇
）
と
い
っ
た
著
作
で
知
ら
れ
る
バ
ー
ク
の
哲
学
に
つ
い
て

は
邦
訳
者
の
一
人
で
あ
る
森
常
治
の
著
作
を
は
じ
め
、
日
本
で
も
い
く
つ
か

の
研
究
が
あ
る

。
す
で
に
八
〇
年
代
に
お
い
て
富
山
太
佳
夫
が
「
交
換
の

(48)

詩
学

―
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
」
に
お
い
て
そ
の
全
体
像
を
検
証
し
て
い
る

。
(49)

富
山
は
バ
ー
ク
のperspective

by
incongruity

（
視
座
の
変
換
）
を
自
動
化

と
現
前
化
を
自
在
に
切
り
替
え
る
一
種
の
「
道
化
」
的
な
概
念
と
み
な
し
、

そ
こ
か
ら
バ
ー
ク
の
「
隠
喩
」
概
念
と
そ
の
理
論
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
検
証

し
て
い
る

。
さ
ら
に
、
富
山
は
「
修
辞
学
か
ら
歴
史
哲
学
へ
」
で
、
バ
ー

(50)

ク
の
理
論
を
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
の
『
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
に
接
続
し
、

修
辞
学
と
歴
史
記
述
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る

。
(51)

ま
た
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
評
の
観
点

か
ら
バ
ー
ク
の
批
評
を
論
じ
、
象
徴
的
行
為
の
理
論
が
言
語
の
優
位
性
を
論

じ
る
現
在
の
論
調
を
先
取
り
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
象
徴
的
行
為
の
分
析

か
ら
社
会
的
、
歴
史
的
、
政
治
的
地
平
を
排
除
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
テ
ク
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ス
ト
と
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
の
概
念
操
作
が
十
分
で
な
い
と
述
べ
て
い
る

。
ジ

(52)

ェ
イ
ム
ソ
ン
は
『
政
治
的
無
意
識
』
で
も
バ
ー
ク
の
象
徴
行
為
論
を
援
用
し

て
お
り
、
明
白
な
影
響
関
係
が
存
在
す
る

。
(53)

近
年
で
は
仲
西
満
貴
典
が
バ
ー
ク
のperspective

by
incongruity

を
「
提

喩
」
の
観
点
か
ら
論
じ
そ
こ
に
「
弁
証
法
的
」
発
想
を
認
め
た
う
え
で
、
ミ

シ
ェ
ル
・
ド
・
セ
ル
ト
ー
や
後
期
フ
ー
コ
ー
へ
と
つ
な
げ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の

観
点
か
ら
見
た
近
代
知
の
再
考
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
出
し
て
い
る

。
(54)

バ
ー
ク
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
前
掲
の
森
の
仕
事
の
ほ
か
、
社

会
学
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
と
の
比
較
の
論
点
か
ら
論
じ
た
船
津
衛

の
検
証
が
あ
り
、
バ
ー
ク
の
影
響
は
単
な
る
ア
メ
リ
カ
思
想
史
の
文
脈
を
超

え
て
重
要
で
あ
る

。
(55)

ア
メ
リ
カ
の
分
析
哲
学
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
・
メ
ナ
ン
ド
『
メ

タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ク
ラ
ブ

―
米
国
一
〇
〇
年
の
精
神
史
』
に
詳
し
く
、
オ

バ
マ
の
政
治
理
念
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
を
読
む『
オ
バ
マ
を
読
む
』

と
い
っ
た
著
作
も
あ
る
な
ど
、
こ
の
思
想
的
問
題
は
広
大
な
視
野
を
持
っ
て

い
る

。
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
お
よ
び
バ
ー
ク
と
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
両
者
の
仕

(56)

事
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
思
想
史
・
文
学
史
研
究
の
空
白

を
埋
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
検
討
は
サ
イ
ー
ド
や
ジ
ェ
イ
ム

ソ
ン
の
研
究
を
育
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
の
思
想
的
風
土
を
見
直
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
う
る

。
(57)

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
哲
学
は
い
わ
ば
行
動
と
言
語
（
象
徴
）
と
の
結
合
で

あ
る
が
、
柄
谷
行
人
は
江
藤
の
『
作
家
は
行
動
す
る
』
に
触
れ
な
が
ら
江
藤

と
同
時
代
に
沢
田
允
茂
が
言
語
を
行
動
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て
い
た
と
し
て

い
る

。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
日
本
で
の
展
開

(58)

で
あ
る
。

沢
田
は
『
現
代
に
お
け
る
哲
学
と
論
理
』
の
中
で
科
学
理
論
と
形
式
論
理

学
の
観
点
か
ら
弁
証
法
を
検
証
し
、「
弁
証
法
的
説
明
は
社
会
や
人
間
の
生

成
変
化
の
説
明
に
対
し
て
は
実
証
的
、
科
学
的
な
例
を
挙
げ
得
る
の
に
反
し

て
、
物
体
の
運
動
の
ご
と
き
物
理
現
象
の
説
明
に
関
し
て
は
実
証
で
き
る
科

学
的
な
記
述
が
不
可
能
で
あ
り
、
単
に
考
え
方
、
ま
た
は
概
念
規
定
と
い
う

だ
け
の
説
得
力
し
か
持
っ
て
い
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る

。
(59)

沢
田
の
研
究
の
よ
う
に
、
江
藤
の
仕
事
と
同
時
代
に
分
析
哲
学
を
日
本
で

受
容
紹
介
し
た
研
究
者
は
多
く
存
在
し
、
そ
の
中
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
分

析
哲
学
を
接
合
し
よ
う
と
し
た
中
村
秀
吉
、
上
山
春
平
の
よ
う
な
研
究
者
も

含
ま
れ
て
い
る

。
(60)

中
村
は
『
科
学
論
の
基
礎

分
析
的
方
法
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』
で
弁
証
法

を
分
析
哲
学
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
論
じ
て
お
り
、
上
山
は
『
弁
証
法
の
系

譜
』
で
マ
ル
ク
ス
主
義
と
論
理
実
証
主
義
の
歴
史
と
論
理
を
検
討
し
た
後
、

ヘ
ー
ゲ
ル
と
パ
ー
ス
の
理
論
的
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る

。
(61)

ま
た
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
に

接
続
し
た
廣
松
渉
の
よ
う
な
哲
学
者
、
論
理
実
証
主
義
を
受
容
し
つ
つ
弁
証

法
的
思
考
を
批
判
し
独
自
の
社
会
科
学
的
体
系
を
作
り
上
げ
た
吉
田
民
人
の

よ
う
な
社
会
学
者
も
視
野
に
入
る

。
戦
後
、
社
会
科
学
や
哲
学
の
分
野
で

(62)

行
わ
れ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
・
分
析
哲
学
の
立
場
か
ら
の
弁
証
法
批
判
が

一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
バ
ー
ク

や
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
研
究
が
由
良
や
富
山
の
紹
介
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
で

十
分
に
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
論
点
、
つ
ま
り
弁
証
法
の
み
な
ら
ず
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
も
ま
た
日
本
で
は
不
在
で
あ
っ
た
そ
の
理
由
を
本
稿
は
提

起
す
る
こ
と
に
な
る

。
(63)

沢
田
の
論
で
特
徴
的
な
の
は
当
時
の
ソ
連
な
ど
の
議
論
で
行
わ
れ
て
い
た
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サ
イ
バ
ネ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
弁
証
法
理
解
と
社
会
変
革
に
応
用
す
る
と
い
う
発

想
を
新
し
い
動
向
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
だ
が

、
当
時
の
ソ
連
や
チ
リ

(64)

で
の
サ
イ
バ
ネ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
社
会
変
革
の
試
み
の
帰
趨
が
見
え

、
(65)

ま
た
現
在
中
国
で
「
電
脳
社
会
主
義
」（
矢
吹
晋
）
と
名
指
さ
れ
る
動
き
が

あ
り
、
そ
れ
と
は
独
立
し
て
「
宇
宙
技
芸
」
と
い
う
サ
イ
バ
ネ
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
ふ
く
む
西
洋
哲
学
と
科
学
技
術
を
東
洋
哲
学
と
接
続
し
よ
う
と
す
る
ユ

ク
・
ホ
イ
の
仕
事
が
登
場
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て

、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

(66)

ム
お
よ
び
サ
イ
バ
ネ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
論
理
と
文
学
と
の
接
続
、
さ
ら
に
は
社

会
と
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、
沢
田
の
論
の
今
か
ら
見
れ
ば
や

や
楽
天
的
な
論
述
を
踏
ま
え
て
も
な
お
重
い
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
な
の
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
ブ
ロ
ッ
ホ

だ
が
（Literature

and
philosophy

betw
een

tw
o

W
orld

W
ars

の
結
論
部
分
で
は

ブ
ロ
ッ
ホ
と
バ
ー
ク
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
、
単
な
る
マ
ル

(67)

ク
ス
主
義
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
未
来
の
哲
学
者
」
と
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ホ
に

つ
い
て
は
、
的
場
昭
弘
や
植
村
邦
彦
が
ス
ピ
ノ
ザ
や
マ
ル
ク
ス
と
の
比
較
で

論
じ
て
い
る

。
吉
田
治
代
は
近
年
の
海
外
の
ブ
ロ
ッ
ホ
研
究
を
ふ
ま
え
つ

(68)

つ
、
普
遍
化
の
戦
略
と
差
異
化
の
戦
略
を
使
い
分
け
」
る
ブ
ロ
ッ
ホ
の
「
断

片
的
な
理
論
」
は
、
普
遍
性
の
土
着
性
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
機
能
し
て

お
り
、
そ
こ
に
植
民
地
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
も
に
ら
ん
だ
「
多
元
的
な
宇

宙
」
論
を
み
て
い
る
。
こ
う
し
た
ブ
ロ
ッ
ホ
の
戦
略
は
サ
イ
ー
ド
の
「
世
俗

的
批
評
」
と
も
交
錯
す
る
も
の
で
あ
る

。
(69)

先
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
バ
ー
ク
理
解
を
確
認
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ホ
と
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
と
の
関
係
も
ま
た
見
落
と
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
政
治
的
無
意
識
』
で
は
魔
術
的
物
語
の
解
釈

の
際
に
ブ
ロ
ッ
ホ
へ
の
言
及
が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ホ
と
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ

イ
が
二
重
写
し
に
な
さ
れ
て
い
る
（p130

）
。
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
に
は
サ
ル
ト

ル
や
ル
カ
ー
チ
を
論
じ
た
『
弁
証
法
的
批
評
の
冒
険
』
の
ほ
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル

哲
学
を
論
じ
た
『
ヘ
ー
ゲ
ル
変
奏
』
が
あ
り
、
弁
証
法
的
思
考
は
ジ
ェ
イ
ム

ソ
ン
に
お
い
て
一
貫
し
た
主
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加

え
て
、
ブ
ロ
ッ
ホ
や
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
へ
の
眼
差
し
も
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
に
は

存
在
す
る
の
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ホ
へ
の
問
い
か
け
は
後
年
の
『
未
来
の
考
古

学
』
に
結
実
す
る

。
(70)

マ
ル
ク
ス
と
フ
ロ
イ
ト
を
結
合
さ
せ
、
ブ
ロ
ッ
ホ
と
バ
ー
ク
を
理
論
的
参

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

照
点
と
し
た
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
研
究
を
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
に
先
駆
し
た
も
の
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
視
座
で
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
イ
シ
ズ
ム

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
後
の
文
学
研
究
と
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
理
論
的
探
究
の
位
置
づ
け
も
見
直
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

バ
ー
ク
と
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
人
文
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
秋
元
秀
紀
に

一
九
三
〇
年
代
の
知
識
人
の
動
向
を
調
査
し
た
研
究
が
あ
り

、
バ
ー
ク
と
マ

(71)

ル
コ
ム
・
カ
ウ
リ
ー
の
交
流
に
つ
い
て
は
吉
田
朋
正
に
よ
る
検
討
が
あ
る

。
(72)

た
だ
、
こ
の
二
人
の
詳
細
な
研
究
に
も
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
の
名
は
言
及
が
な

く
、
日
本
で
の
英
米
文
学
研
究
史
の
空
白
を
埋
め
る
と
い
う
点
で
も
今
後
も

引
き
続
き
検
証
を
続
け
る
必
要
が
あ
る

。
(73)

四

弁
証
法
の
「
外
部
」

―
〈
ア
ジ
ア
〉、
そ
し
て
原
爆
文
学

―

弁
証
法
的
な
論
理
が
い
わ
ゆ
る
分
析
哲
学
が
考
え
る
形
式
論
理
に
従
わ
な

い
と
い
う
批
判
は
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
弁
証
法
に
と

っ
て
外
部
と
し
て
機
能
す
る
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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丹
生
谷
貴
志
「
歴
史
の
〈
外
部
〉」
は
ヘ
ー
ゲ
ル
『
世
界
史
の
哲
学
講
義
』

に
お
け
る
ア
ジ
ア
表
象
に
お
け
る
決
定
的
な
「
亀
裂
」
に
触
れ
て
い
る
。
丹

生
谷
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
間
に
切
断
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
イ
ン
ド
以
東
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の

哲
学
史
か
ら
「
排
除
」
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
「
排
除
」
さ
れ
た
「
オ

リ
エ
ン
ト
」
は
弁
証
法
的
な
「
否
定
」
の
関
係
性
に
包
含
で
き
ず
、「
外
部
」

の
表
象
と
し
て
機
能
す
る
と
述
べ
て
い
る

。
丹
生
谷
は
こ
う
し
た
排
除
の

(74)

構
造
は
オ
リ
エ
ン
ト
を
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
み
に
限
定
し
、
フ
ー
コ
ー
の
仕
事

を
図
式
的
に
と
ら
え
た
（
「
エ
ノ
ン
セ
」
の
問
題
を
等
閑
視
し
た
）
サ
イ
ー
ド

に
も
存
在
す
る
と
し
て
い
る

。
同
様
の
批
判
を
鈴
木
規
夫
も
述
べ
て
お
り
、

(75)

鈴
木
は
サ
イ
ー
ド
に
「〈
視
覚
認
識
〉
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
十
分
性
」

と
い
う
問
題
点
が
あ
り
そ
れ
は
「
サ
イ
ー
ド
が
分
析
の
対
象
と
し
た
テ
ク
ス

ト
は
、
す
で
に
科
学
的
言
語
が
〈
観
察
〉
と
い
う
視
覚
を
従
属
さ
せ
る
構
造

の
構
成
を
ほ
ぼ
整
え
た
後
に
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
来
て
い
る
こ

と
、
サ
イ
ー
ド
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
フ
ー
コ
ー
『
レ
ー
モ
ン
ル
ー
セ
ル
』

に
学
ぶ
こ
と
で
「
反
視
覚
的
言
説
の
具
現
形
態
」
に
お
い
て
〈
構
造
〉
の
問

題
を
解
決
す
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る

。
(76)

ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
ト
ル
コ
で
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
に
結
実
す
る
仕
事
を
行

っ
て
い
た
こ
と
も
サ
イ
ー
ド
を
経
由
し
て
東
西
の
比
較
文
明
・
比
較
思
想
史

的
研
究
へ
と
至
る
展
望
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
カ
ダ
ー
ル
・
コ
ム
ク
は
レ

ヴ
ィ
ン
の
研
究
と
サ
イ
ー
ド
の
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
批
判
（『
人
文
学
と
批
評
の

使
命
』）
を
批
判
的
に
踏
ま
え
つ
つ
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
ダ
ン
テ
論
に
お

け
る
「
イ
ス
ラ
ム
」
の
不
在
と
サ
イ
ー
ド
の
言
う
「
世
俗
的
批
評
」
が
一
九

三
〇
―
四
〇
年
代
の
ト
ル
コ
で
現
実
的
な
可
能
性
と
し
て
あ
り
得
た
こ
と
、

そ
し
て
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
最
終
的
に
そ
れ
に
背
を
向
け
た
こ
と
と
述
べ
て

い
る

。
(77)

ま
た
、
エ
ミ
リ
ー
・
ア
プ
タ
ー
は
『
翻
訳
地
帯
』
で
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
ミ

メ
ー
シ
ス
』
を
生
み
だ
し
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
と
い
う
ト
ポ
ス
と
ア
ウ
エ
ル

バ
ッ
ハ
か
ら
サ
イ
ー
ド
が
引
き
継
い
だ
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
文
主

義
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

。
(78)

ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
サ
イ
ー
ド
の
盲
点
は
と
も
に
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
他

者
」
で
あ
る
〈
ア
ジ
ア
〉
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
盲
点
を
い
か
に
し

て
克
服
す
る
か
が
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
で
の
弁
証
法
の
展
開
に
目
を
向
け
れ
ば
、
郭
旻
錫
『
自
己
否
定
す
る

主
体

―
一
九
三
〇
年
代
「
日
本
」
と
「
朝
鮮
」
の
思
想
的
媒
介
』（
京
都

大
学
術
出
版
会
）
で
は
前
半
で
は
田
辺
哲
学
と
韓
国
の
哲
学
者
と
の
対
応
が
、

後
半
で
は
横
光
や
川
端
の
文
学
と
李
箱
の
文
学
と
の
対
応
が
論
じ
ら
れ
て
い

る

。
こ
れ
は
戦
前
の
東
ア
ジ
ア
で
「
否
定
性
」
の
哲
学
が
ど
の
よ
う
に
分

(79)
節
化
さ
れ
た
か
を
示
す
例
で
あ
り

、
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
東
ア
ジ
ア
世
界

(80)

の
問
題
を
「
日
本
文
藝
史
」
記
述
に
導
入
し
た
小
西
甚
一
の
仕
事
の
意
義
や

「
ア
フ
リ
カ
的
段
階
」

を
説
く
吉
本
の
議
論
も
再
検
証
す
る
こ
と
が
可
能

(81)

と
な
る
。

た
だ
、
考
慮
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
そ
れ
自
体
東
ア
ジ
ア
世
界
に
属
す

る
日
本
の
文
学
史
・
思
想
史
記
述
は
「
西
欧
」「
近
代
」
を
め
ぐ
る
問
い
と

東
ア
ジ
ア
世
界
を
め
ぐ
る
問
い
を
同
時
に
、
し
か
も
（
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に
言
え

ば
）
対
自
的
に
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
議
論

は
良
く
も
悪
く
も
「
西
欧
」
の
枠
組
み
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
空

転
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る

。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
「
日
本
」「
近
代
」

(82)

を
問
う
こ
と
の
困
難
さ
は
江
藤
に
お
い
て
も
吉
本
に
お
い
て
も
柄
谷
、加
藤
、

小
西
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
い
は
彼
ら
が
共
通
し
て
問
題
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と
し
た
漱
石
に
行
き
つ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
江
藤
が
提
出
し
た
「
他
者
」

を
め
ぐ
る
文
学
史
の
重
要
性
が
出
て
く
る
。
い
わ
ば
日
本
に
お
け
る
弁
証
法

の
不
在
は
「
他
者
」
の
不
在
に
集
約
さ
れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
丹
生
谷
が
フ
ー
コ
ー
を
意
識
し
な
が
ら
注
意
深
く
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
〈
ア
ジ
ア
〉
と
は
実
証
的
に
処
理
で
き
る
地

理
的
な
領
域
内
の
文
化
や
政
治
の
み
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
表
象
不

可
能
な
思
考
の
外
部
の
謂
い
（
ま
さ
し
く
「
他
者
性
」
で
あ
る
）
で
あ
る
と
い

う
点
が
肝
要
で
あ
る

。
文
学
史
・
思
想
史
記
述
は
そ
う
し
た
外
部
を
表
象

(83)

し
う
る
の
か
と
い
う
新
た
な
問
い
が
こ
こ
か
ら
派
生
す
る
の
で
あ
り
、
先
に

見
た
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
サ
イ
ー
ド
の
盲
点
は
こ
う
し
た
表
象
不
可
能
な
外

部
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
る
か
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
と
し
て
解
か
れ
る
必
要

が
あ
る
。

歴
史
記
述
で
の
表
象
不
可
能
性
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
外
部
、
そ
れ
は
原

爆
表
象
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
る
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
表
象
で
あ
る
。
文
学
史
・
思

想
史
記
述
は
原
爆
を
は
じ
め
と
し
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し

う
る
の
か
と
い
う
論
点
、
す
で
に
こ
の
論
点
は
ト
リ
ー
ト
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゼ
ロ
を
書
く
』
や
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
文
学
を
め
ぐ
る
研
究
で
す
で
に
先
鞭

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が

、
先
に
論
じ
た
日
本
文
学
史
の
試
み
に
お
い
て
は
、

(84)

加
藤
の
『
日
本
文
学
史
序
説
』
で
は
福
永
武
彦
の
『
死
の
島
』
と
井
伏
鱒
二

『
黒
い
雨
』
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
小
西
の
『
日
本
文
藝
史
』
で
も
井
伏
の

『
黒
い
雨
』
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
吉
本
が
原
爆
表
象
に
徹
底
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
の
は
拙
稿
で

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
し
か
し
な
が
ら
吉
本
に
「
死
後
と
未
生
以
前
を
往
還

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
視
線
が
あ
っ
た

―
「
世
界
視
線
」

―
こ
と
も
拙

稿
で
触
れ
て
い
る
）

。
た
だ
江
藤
淳
に
関
し
て
は
『
神
話
の
克
服
』
に
次
の

(85)

よ
う
な
一
節
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

自
然
科
学
が
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
放
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
寓

話
」
で
あ
る
世
界
は
、
人
間
の
内
部
に
潜
在
し
て
い
る
非
合
理
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
今
に
も
解
放
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。い
ま
、

ま
さ
に
世
界
が
奇
妙
な
平
面
的
な
、
有
機
的
な
ア
メ
ー
バ
状
の
生
き
も

の
に
変
化
し
て
不
定
型
な
自
己
運
動
を
お
こ
な
い
、
人
間
の
輪
郭
は
、

あ
る
粘
着
な
力
の
な
か
に
解
消
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

(86)

ま
た
、
丸
山
が
広
島
で
の
原
爆
体
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
一
九
六
九
年
の
中
国
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
丸
山
は
従
軍
先
の

宇
品
で
被
爆
し
、
多
く
の
被
爆
者
の
姿
を
目
に
し
た
経
験
に
触
れ
て
い
る

。
(87)

さ
ら
に
は
家
永
が
『
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
・
絵
画
集
成
』『
日
本

の
原
爆
記
録
』
の
編
集
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
想
起
す
る
べ
き
で
あ

ろ
う

。
彼
ら
思
想
史
家
の
弁
証
法
的
思
考
の
根
底
に
は
原
爆
へ
の
問
い
が

(88)

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
表
象
不
可
能
性
へ
の
問
い
を
抱
え
た
も
の
な

の
で
あ
る
（
原
爆
は
人
類
に
と
っ
て
自
ら
が
産
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
究

極
の
他
者
そ
の
も
の
だ
ろ
う
）。

そ
し
て
バ
ー
ク
と
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
紹
介
者
で
あ
る
由
良
君
美
が
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ス
タ
イ
ナ
ー
『
言
語
と
沈
黙
』
の
邦
訳
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
こ
と

も
ま
た
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を
書

(89)

く
』
の
著
者
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト
も
ス
タ
イ
ナ
ー
の
議
論
を
受
け
て
原

爆
文
学
を
論
じ
て
い
る
が
、
ト
リ
ー
ト
は
原
爆
文
学
と
現
実
社
会
と
の
関
係

を
サ
イ
ー
ド
の
「
世
俗
性
」
を
例
に
挙
げ
て
論
じ
て
い
る

。「
世
俗
的
批
評
」・

(90)

「
弁
証
法
」・「
原
爆
文
学
」
は
こ
の
よ
う
に
交
錯
し
う
る
の
で
あ
る
。
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拙
稿
で
原
爆
文
学
研
究
と
中
動
態
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
っ
た
が

、
こ

(91)

の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
バ
ー
ク
の
中
動
態
へ
の
い
ち
早
い
（
恐
ら

く
思
想
家
と
し
て
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
）
着
目
で
あ
る
。『
文
学
形
式
の
哲

学
』
付
録
に
つ
け
ら
れ
た
書
評
で
の
一
文
に
お
い
て
バ
ー
ク
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

こ
の
千
七
百
頁
余
り
の
大
著
の
主
旨
を
要
領
よ
く
伝
え
て
く
れ
る
よ

う
な
文
章
を
探
し
た
結
果
、
筆
者
は
「
中
間
態
」
の
観
念
に
突
き
当
た

っ
た
。

中

間

態
（
文
法
）

ミ
ド
ル
ヴ
ォ
イ
ス

こ
の
動
詞
形
態
で
は
主
語
は
行
為
者
で
あ
る
と
同
時
に
行
為
の
目
的

と
し
て
提
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
行
為
者
が
行
う
行
為
は
行
為
者
の
た
め

に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
ミ
ー
ド
の
行
動
の
哲
学
は
主
体
と
客
体
の
一
体
化
と
い

う
理
想
主
義
的
関
心
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。「
自
我
」
の
観
念
が
中

軸
に
あ
り
、「
自
我
」
と
い
う
語
そ
れ
自
体
が
再
帰
的
に
使
わ
れ
て
い

る
。

(92)

こ
こ
で
バ
ー
ク
は
「
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
行
為
論
」
の
始
祖
の
一
人
で
あ

る
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ミ
ー
ド
を
「
中
動
態
」
と
重
ね
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て

再
帰
性
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
点
で
は
こ
の
論
述
は
弁
証
法
に
も
ま
た
シ
ス

テ
ム
論
的
思
考
に
も
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
る

。
弁
証
法
と
シ
ス
テ
ム

(93)

論
的
思
考
の
接
点
に
つ
い
て
、
大
澤
真
幸
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

ル
ー
マ
ン
の
理
論
は
…
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
裏
返
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
（
少
な
く
と
も
教
科
書
的
に
解
釈
さ
れ
ヘ
ー
ゲ

ル
に
お
い
て
は
）、
内
的
で
必
然
的
な
「
本
質
」
が
、
つ
ま
り
大
文
字
の

「
理
念
」
が
、
現
象
の
う
ち
に
自
分
自
身
を
外
化
す
る
。
現
象
自
体
は
、

偶
有
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
関
し
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
解
釈
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
偶
有
的
な
現
象
と
い
う
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
は
、
必

然
的
な
理
念
で
あ
る
、
と
。
ル
ー
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
理
論
で
は
逆
で
あ

る
。
必
然
性
を
帯
び
て
現
れ
て
い
る
こ
と
も
、
実
は
偶
有
的
で
あ
る
。

必
然
性
こ
そ
が
仮
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
態
は
偶
有
性
の
方
に
あ
る
。

(94)

「
偶
有
性
」
は
「
そ
う
で
も
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
論
理
学

的
様
相
の
一
つ
だ
が
、「
偶
有
性
」
を
め
ぐ
る
位
置
づ
け
が
ル
ー
マ
ン
の
シ

ス
テ
ム
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
で
は
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
大
澤

の
指
摘
で
あ
る
。

こ
の
「
偶
有
性
」
を
め
ぐ
る
主
題
を
「
様
態
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
展

開
し
た
の
が
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
る

。
工
藤
喜
作
の
整
理
に
あ
る
よ
う
に

、
ス

(95)

(96)

ピ
ノ
ザ
は
「
様
態
」
を
「
偶
有
性
」
の
意
味
で
使
用
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
神

即
自
然
」（
す
な
わ
ち
「
世
界
」）
の
無
限
に
変
化
し
運
動
を
繰
り
返
す
在
り

様
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
コ
ナ
ト
ゥ
ス
」（
「
運
動
の
誘
因
或
は

刺
激
と
し
て
の
運
動
」）
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

丹
生
谷
貴
志
は
ピ
エ
ー
ル
・
マ
シ
ュ
レ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
の
ス
ピ

ノ
ザ
論
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
と
異
な
り
、
ス
ピ
ノ
ザ

で
真
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
無
限
の
様
態
で
あ
る
「
世
界
」
と
同
一

性
で
あ
る
「
神
」
と
が
無
媒
介
に
接
続
さ
れ
た
結
果
、「
神
」
が
「
蒸
発
」

す
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
興
味
深
い
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ス

(97)
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ピ
ノ
ザ
を
論
難
す
る
際
に
「
東
洋
の
世
界
観
」（
つ
ま
り
思
考
を
撹
乱
し
表
象
不
可

能
な
も
の
と
し
て
の
〈
ア
ジ
ア
〉）
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

）。
(98)

拙
稿
で
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
と
田
辺
哲
学
を
接
続
し
、
そ
れ
を
原
爆
文
学
研
究

に
応
用
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
が

、
こ
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
興
味
深

(99)

い
の
は
バ
ー
ク
が
『
動
機
の
文
法
』
で
ス
ピ
ノ
ザ
に
再
三
言
及
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る

。
バ
ー
ク
は
動
機
を
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
自
己
原
因
」
を
同
様
の
も

(100)

の
と
し
て
説
明
し
て
お
り
（p74

）、「
行
為
者
」
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
コ
ナ
ト

ウ
ス
」
に
対
応
し
て
い
る
（p163

）。
さ
ら
に
バ
ー
ク
は
邦
訳
の

p154-170

に
わ
た
っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
論
を
展
開
し
て
い
る
。
バ
ー
ク
理
論
の
根
幹
に
ス
ピ

ノ
ザ
が
位
置
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

拙
稿
で
以
前
「
中
動
態
」
と
原
爆
表
象
に
つ
い
て
議
論
し
、「
中
動
態
」

に
お
け
る
「
此
者
性
」
が
確
定
記
述
に
回
収
さ
れ
な
い
過
剰
さ
を
含
み
、
ま

た
、
被
爆
者
の
記
憶
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
事
象
が
一
般
化
・
形
式
化
で
き

な
い
、
過
剰
な
「
此
者
性
」
＝
「〈
こ
の
〉
性
」
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
想

起
さ
れ
る
と
指
摘
し
た

。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
バ
ー
ク
は
「
此
者
性
」
に

(101)

つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
個
物
や
人
間
の
性
質
を
固
有
性
を
認
め
つ
つ
多
様

に
評
価
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
理
解
し
て
い
る

バ
ー
ク
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(102)

は
「
神
話
を
記
号
の
束
に
還
元
す
る
」
と
い
う
点
で
は
記
号
論
的
で
あ
り
、

(103)

そ
の
点
を
富
山
と
山
口
は
八
〇
年
代
に
評
価
し
た
の
だ
が
、
バ
ー
ク
に
お
い

て
は
記
号
論
的
思
考
と
究
極
の
単
独
性
で
あ
る
「
此
者
性
」
が
共
存
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

従
来
の
哲
学
や
哲
学
を
名
詞
や
概
念
だ
け
で
は
な
く
動
詞
に
着
目
し
て
読

み
替
え
て
い
る
点
（『
意
味
の
論
理
学
』

）、
そ
れ
を
社
会
構
造
の
分
析
や
文

(104)

学
作
品
の
読
解
に
応
用
し
て
い
る
点
（
『
ミ
ル
・
プ
ラ
ト
ー
』）
、「
動
物
性
」

や
「
生
成
の
哲
学
」
の
論
点
（『
ミ
ル
・
プ
ラ
ト
ー
』）、
憲
法
へ
の
考
察
（『
構

成
的
権
力
』

）
な
ど
バ
ー
ク
の
哲
学
は
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
や
ア
ン
ト

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(105)

ニ
オ
・
ネ
グ
リ
に
は
る
か
に
先
駆
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
バ
ー
ク
理
論
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

根
幹
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
ネ
グ
リ
・
ド
ゥ

ル
ー
ズ
と
の
類
縁
性
も
ま
た
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
で
バ
ー
ク
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
接
続
は
行
わ
れ
て

お
り
、
ア
ブ
ラ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ス
は
バ
ー
ク
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
を
比
較
し
た
論

文
で
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
『
批
評
と
臨
床
』
を
援
用
し
つ
つ
、
文
化
の
「
治
療
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
「
マ
イ
ナ
ー
文
学
」（
言
語
の
「
吃
音
」

化
）
も
含
め
た
よ
り
解
体
的
か
つ
創
造
的
な
「
文
学
」
像
の
提
起
を
読
み
取

っ
て
い
る

。
(106)

さ
ら
に
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
哲
学
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
思
惟
と
の
比
較

検
討
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在

、
こ
う
し
た
成
果
を
中
動
態
研
究
や
ス
ロ

(107)

チ
ャ
ワ
ー
の
仕
事
を
経
由
し
た
文
学
研
究
に
接
続
す
る
こ
と
で
よ
り
豊
饒
な

成
果
が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
は
ド
ゥ
ル
ー
ズ
哲
学
を
も
視
野
に
入
れ
た
「
マ

イ
ナ
ー
文
学
」、
そ
し
て
原
爆
表
象
の
「
此
者
性
」
を
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に

組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

ボ
ブ
・
プ
ラ
ン
ト
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
哲
学
を
「
治
療
と
し
て

の
哲
学
」
だ
と
し
て
い
る
が

、
遠
藤
知
己
は
十
七
‐
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス

(108)

経
験
論
の
系
譜
に
「
治
療
的
な
言
語
理
論
」
の
発
想
を
見
出
し
て
い
る
。

言
語
実
在
論
の
傾
斜
の
裏
面
の
よ
う
に
し
て
残
り
続
け
る
言
語
の
治
療

と
い
う
唯
名
論
的
発
想
、
公
共
的
言
説
の
影
と
し
て
思
考
さ
れ
続
け
る

私
的
言
語
の
可
能
性
の
諸
問
題
。
こ
れ
ら
の
主
題
は
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
以
降
の
分
析
哲
学
の
流
れ
と
驚
く
ほ
ど
通
底
性
が
あ
る
。
あ
る

意
味
で
分
析
哲
学
的
な
思
考
形
式
は
、
カ
ン
ト
的
な
屈
折
を
受
け
た
経
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験
論
な
の
だ
ろ
う
。

(109)

イ
ギ
リ
ス
哲
学
の
こ
の
よ
う
な
側
面
と
森
滝
史
郎
と
の
関
係
は
す
で
に
論

じ
た
が

、
こ
の
論
点
を
先
に
見
た
「
マ
イ
ナ
ー
文
学
」「
此
者
性
」
の
問
題

(110)

を
視
野
に
入
れ
改
め
て
再
考
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。ド
ゥ
ル
ー
ズ
が「
此

者
性
」を
リ
ゾ
ー
ム
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
、そ
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ポ
ロ
ッ
ク
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
と
い
う
英
米
の
芸
術
家
を「
此
者
性
」

の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
、
バ
ー
ク
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

と
の
関
係
で
論
じ
な
お
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

。
(111)

こ
れ
は
一
見
、
弁
証
法
へ
の
問
い
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
そ

う
で
は
な
い
。
バ
ー
ク
は
『
動
機
の
文
法
』
に
お
い
て
ス
ピ
ノ
ザ
に
依
拠
し

つ
つ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
弁
証
法
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
り
多
角
的
な
「
弁
証
法
」

の
可
能
性
を
問
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。
こ
こ
か
ら
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば

(112)

な
ら
な
い
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
だ
け
で
は
な
い
、
バ
ー

ク
の
言
う
多
様
な
「
弁
証
法
」
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、
分
析
哲
学
を
も

接
続
さ
せ
た
視
座
か
ら
見
た
文
学
史
・
思
想
史
記
述
、「
此
者
性
」「
偶
有
性
」

〈
ア
ジ
ア
〉
を
表
象
し
う
る
新
た
な
文
学
史
・
思
想
史
記
述
の
可
能
性
で
あ

る

。
(113)以

上
の
よ
う
な
原
爆
文
学
を
は
じ
め
と
し
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
表
象
を
基
軸

に
し
つ
つ
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
を
読
み
直
す
試
み
は
、
四
方
田
犬
彦
が
指
摘
す

る
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
』
の
後
半
部
分
、
二
十
世
紀
の
内
戦
と
殺
戮
の
経
験
を

先
取
り
し
た
と
も
い
う
べ
き
殺
傷
の
場
面
を
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
い
を
喚
起
す
る

。
(114)

こ
の
よ
う
な
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
再
読
が
も
た
ら
す
帰
結
は
決
し
て
容
易
な

試
み
で
は
な
い
。
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
原
爆
文
学
に
お
け
る
「
此
者
性
」

の
表
象
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

被
爆
者
の
記
憶
を
「
自
由
間
接
主
観
表
現
」
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
自
ら

の
主
観
に
移
し
替
え
る
と
い
う
こ
と
は
、「
中
動
態
」
が
も
た
ら
す
過
剰

な
「
此
者
性
」
＝
「〈
こ
の
〉
性
」
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
想
起
さ
れ
る

記
憶
を
そ
の
ま
ま
自
己
の
視
野
の
中
に
差
し
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

被
爆
者
の
、
あ
る
い
は
他
の
「
虐
殺
」
の
記
憶
に
開
か
れ
る
と
い
う
の

は
、「
画
面
全
体
の
統
一
が
解
体
さ
れ
て
、
各
要
素
が
並
列
的
に
振
動
し

て
い
る
よ
う
な
」「
言
語
表
現
の
統
語
論
的
綜
合
や
階
層
的
秩
序
を
宙
吊

り
に
す
る
」
様
な
状
態
が
常
時
続
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る

。
(115)

こ
う
し
た
表
象
を
可
能
に
す
る
文
学
的
試
み
と
し
て
拙
稿
で
は
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
を
補
助
線
に
し
て
論
じ
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
ア
ン
フ
ラ

マ
ン
ス
（infra-m

ince

）
＝
極
薄
と
い
う
概
念
を
日
常
性
の
、
そ
れ
で
い
て

単
独
的
な
（
ま
さ
に
「
此
者
性
」）
あ
り
よ
う
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
導
入

し
た

。
こ
の
「
ア
ン
フ
ラ
マ
ン
ス
」
を
四
方
田
犬
彦
は
「
つ
ね
に
関
係
の

(116)

な
か
で
、
事
物
と
事
物
の
廻
り
あ
い
の
中
で
偶
然
に
生
じ
る
で
き
ご
と
」

(117)

と
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
偶
有
性
」
に
他
な
ら
な
い
。

日
常
の
無
数
の
「
偶
有
性
」
と
「
虐
殺
」
の
記
憶
の
「
此
者
性
」
が
区
別

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
る
こ
と
な
く
過
剰
に
露
出
し
つ
づ
け
る
、
そ
う
し
た
文
学
的
表
象
を
記

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

述
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
弁
証
法
は
、
丹
生
谷
貴
志
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
触

れ
て
言
う
「
直
接
性
の
弁
証
法
」「
狂
気
の
弁
証
法
」（
丹
生
谷
は
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
「
直
接
性
の
弁
証
法
」
の
説
明
に
「
器
官
な
き
身
体
」
を
例
に
出
し
て
い

る
）
に
近
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

。
(118)

虐
殺
の
記
憶
と
始
原
の
記
憶
を
保
存
し
つ
つ
、
日
常
の
、
無
限
の
偶
有
性
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へ
と
開
か
れ
た
文
学
的
表
象
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
の
『
オ
デ

ュ
ッ
セ
イ
』
の
読
解
を
通
じ
て
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
ウ
ェ
イ

ク
』
の
ジ
ョ
イ
ス
の
試
み
の
ご
と
く
、
円
環
は
再
び
回
る
の
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
新
時
代
の
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
が
書
き
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

注

近
年
で
本
稿
と
類
似
し
た
問
題
意
識
を
持
っ
た
研
究
と
し
て
前
野
佳
彦
『
中

1
世
的
修
羅
と
死
生
の
弁
証
法
』
（
法
政
大
学
出
版
局

二
〇
一
一
）
が
あ
り
、

前
野
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』
を
参
照
し
な
が
ら
（p7

）
文
学
も

含
め
た
日
本
中
世
史
を
分
析
し
て
い
る
。
最
近
の
日
本
文
学
史
記
述
の
試
み
と

し
て
木
村
洋
『
変
革
す
る
文
体

も
う
一
つ
の
日
本
文
学
史
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会

二
〇
二
二
）
、
山
本
良
『
小
説
の
維
新
史

―
小
説
は
い
か
に
し
て

明
治
維
新
を
生
き
延
び
た
か
』（
風
間
書
房

二
〇
〇
五
）。

拙
稿
「
戦
略
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義
記
述

―
江
藤
淳
と
橋
川
文
三
を
中
心

2
と
し
て

―
」（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』）、
同
「
ム
ー
ゼ
ル
マ
ン
」
の
傍

ら
に
お
け
る
「
倫
理
」
と
「
連
帯
」
は
「
喩
」
と
し
て

表
象
可
能
か

―
「
現

代
詩
論
史
」
の
視
角
か
ら
吉
本
隆
明
『
「
反
核
」
異
論
』
を
読
む

―
」（
『
原

爆
文
学
研
究
』
一
八

二
〇
一
九
・
一
二
）
同
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
「
浪

漫
主
義
的
言
明
」
の
諸
相
」『
近
代
の
夢
と
知
性
』
翰
林
書
房

二
〇
〇
〇
）。

無
論
、
江
藤
淳
『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
源
流
』（
河
出
書
房
新
社

一
九
八
九
）
の

3
様
な
著
作
は
存
在
す
る
。
ま
た
英
米
の
表
象
史
研
究
の
立
場
か
ら
の
リ
ア
リ
ズ

ム
研
究
の
視
座
と
し
て
高
山
宏
の
見
解
（
「
十
八
世
紀
に
「
小
説
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
不
思
議
な
「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
形
式
は
、
十
七
世
紀
後
半
の

「
世
界
」
な
い
し
「
真
理
」「
真
実
」
を
「
リ
ア
ル
に
」「
表
象
」
し
た
い
と
い

う
言
語
運
動
の
一
環
」（
『
ブ
ッ
ク
・
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
』
国
民
文
化
社

p71

）、

お
よ
び
、
十
八
世
紀
・
十
九
世
紀
の
観
相
学
と
小
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
遠
藤

知
己
『
情
念
・
感
情
・
顔
』（
以
文
社

二
〇
一
六
）。
さ
ら
に
言
説
研
究
の
立

場
か
ら
の
も
の
と
し
て
榎
並
・
三
橋
の
仕
事
（
『
細
民
屈
と
博
覧
会
』
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
出
版

一
九
八
九
）
が
あ
り
、
近
年
で
は
同
時
代
の
新
聞
な
ど
と
の
対
応
を

見
た
山
田
俊
治
の
研
究
（
『〈
書
く
こ
と
〉
の
十
九
世
紀
明
治
』
岩
波
書
店

二

〇
二
三
）
も
あ
る
。

日
本
の
批
評
史
に
関
し
て
は
、
谷
沢
永
一
に
よ
る
明
治
大
正
期
の
文
芸
批
評

4
の
検
討
（
『
明
治
期
の
文
芸
評
論
』（
八
木
書
店

一
九
七
一
）、『
大
正
期
の
文

芸
評
論
』（
中
公
文
庫

一
九
九
〇
）
）
、
柄
谷
行
人
ら
に
よ
る
昭
和
批
評
史
の

検
討
（
『
近
代
日
本
の
批
評

昭
和
編

上
下
』
講
談
社
文
芸
文
庫

一
九
九

七
）、
近
年
で
は
大
澤
聡
『
定
本

批
評
メ
デ
ィ
ア
史
』（
岩
波
現
代
文
庫

二

〇
二
四
）
な
ど
が
あ
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
『
世
界
・
テ
キ
ス
ト
・
批
評
家
』（
法
政
大
学
出
版

5
局

一
九
九
五
）。

ゴ
ウ
リ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
タ
ン
『
異
議
申
し
立
て
と
し
て
の
宗
教
』（
み
す

6
ず
書
房

二
〇
一
八
）。

サ
イ
ー
ド
は
養
子
縁
組
的
な
社
会
関
係
の
分
析
と
し
て
ル
カ
ー
チ
『
歴
史
と

7
階
級
意
識
』
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
岩
田
賢
介
「
エ
ド
ワ
ー

ド
・
サ
イ
ー
ド
の
思
想
に
お
け
る
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
・
小
説
・
知
識
人
」（
『
岩
手
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
』
二
〇
〇

七
）。

齋
藤
一
「
中
動
態
、
原
爆
文
学
、
ウ
ル
フ

―
柳
瀬
（
二
〇
二
二
）
へ
の
応

8
答

―
」
（
日
本
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
協
会

第
一
二
七
回
例
会

二
〇

二
三
・
七
・
一
六

於
一
橋
大
学
）。
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ダ
マ
ソ
・
フ
ェ
レ
イ
ロ
・
ポ
ッ
セ
「
芥
川
龍
之
介
の
蔵
書
か
ら
浮
か
び
上
が

9
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
学
」『
プ
ロ
ピ
レ
ア
』
二
六

二
〇
二
〇
）、
ま
た
ダ
マ
ソ

の
博
士
論
文
（
「
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
西
洋
古
典
の
受
容

―
「
神
神
の
微

笑
」
と
「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
」
を
中
心
に

―
」
広
島
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
論
文

二
〇
一
八
）。

野
上
は
ブ
ル
フ
ィ
ン
チ
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
』（
岩
波
文
庫
）
の
邦
訳

10
者
で
あ
る
。
田
村
道
美
「
野
上
弥
生
子
訳
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
』
と
「
古

代
ギ
リ
シ
ア
祭
文
」（
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

第
Ⅰ
部

一
九
九
七
）。

な
お
、
こ
の
観
点
は
岡
和
田
晃
よ
り
示
唆
を
受
け
た
。

私
は
現
在
、
齋
藤
、
ダ
マ
ソ
、
そ
し
て
日
本
中
世
文
学
研
究
者
で
小
西
甚
一

11
の
教
え
を
受
け
た
内
田
康
の
三
名
と
文
学
史
記
述
を
め
ぐ
る
研
究
会
を
行
な
っ

て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
研
究
会
で
の
三
氏
の
発
言
に
様
々
な
示
唆
を
得
て
い
る
。

加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫

一
九
九
九
）。
ち
く

12
ま
文
庫
版
は
英
訳
と
対
応
し
、
単
行
本
版
（
一
九
八
〇
）
に
加
筆
さ
れ
た
戦
後

文
学
へ
の
考
察
が
あ
り
、
引
用
に
際
し
て
は
こ
ち
ら
を
採
用
す
る
。

柄
谷
行
人
『
日
本
精
神
分
析
』（
文
藝
春
秋

二
〇
〇
二
）。

13

拙
稿
「「
日
本
語
」
文
学
に
お
け
る
「
他
者
性
」
表
象
の
可
能
性
に
つ
い
て

―

14
台
湾
人
作
家
の
作
品
で
の
文
字
表
記
を
中
心
に
し
て

―
」（
『
敍
説
』
Ⅳ
‐
二

二
〇
二
四
）。

柄
谷
行
人
『
日
本
精
神
分
析
』p71

。

15

柄
谷
前
掲
書
。

16

加
藤
周
一
・
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
小
西
甚
一
・
芳
賀
徹
「
第
一
〇
回
国
際

17
日
本
文
学
研
究
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
文
学
史
に
つ
い
て
」（
『
国
際
日
本

文
学
研
究
集
会
会
議
録
』

国
文
学
研
究
資
料
館

一
〇
号

一
九
八
七

p182

）。
本
資
料
に
つ
い
て
は
内
田
康
に
示
唆
を
受
け
た
。

家
永
三
郎
『
津
田
左
右
吉
の
思
想
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店

一
九
九
五
）。

18

小
西
『
日
本
文
藝
史
Ⅰ
』（
講
談
社

一
九
八
五

p144

）。

19

小
西
『
日
本
文
藝
史
Ⅱ
』（
講
談
社

一
九
八
五
）。

20

江
藤
『
作
家
は
行
動
す
る
』（
引
用
は
講
談
社
刊
『
江
藤
淳
著
作
集
』
第
五
巻

21p66

）。
『
作
家
は
行
動
す
る
』p78

。

22

江
藤
の
批
評
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
略
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義
記
述

―
江

23
藤
淳
と
橋
川
文
三
を
中
心
と
し
て

―
」（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
五

二
〇
一
四
）。
な
お
こ
の
部
分
は
こ
の
拙
稿
と
一
部
内
容
が
重
複
し
て
い
る
。

菅
野
昭
正
「
不
毛
の
非
論
理

―
江
藤
淳
氏
へ
の
疑
問

―
」（
『
批
評
』
五

24
九
年
新
緑
号

一
九
五
九
）。

菅
野
論
文p96-111

。

25

前
掲
拙
稿
「
戦
略
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義
記
述
」。

26

江
藤
『
作
家
は
行
動
す
る
』、『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
源
流
』
参
照
。

27

引
用
は
『
マ
チ
ウ
書
試
論
』(

『
吉
本
隆
明
全
集
四
』
晶
文
社

二
〇
一
四

28p207

）。

合
田
正
人
『
吉
本
隆
明
と
柄
谷
行
人
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

二
〇
一
一
）。

29

吉
本
隆
明
『
自
立
の
思
想
的
拠
点
』（
徳
間
書
店

一
九
六
六

p105)

。

30

合
田
正
人
前
掲
書
。

31

樋
口
陽
一
『
加
藤
周
一
と
丸
山
眞
男

日
本
近
代
の
「
知
」
と
「
個
人
」』（
平

32
凡
社

二
〇
一
四
）、
苅
部
直
『
丸
山
真
男
』（
岩
波
新
書

二
〇
〇
六
）。

今
井
弘
道
『
丸
山
眞
男
研
究
序
説
「
弁
証
法
的
な
全
体
主
義
」
か
ら
「
八
・

33
一
五
革
命
説
」
へ
』（
風
行
社

二
〇
〇
四
）。

野
口
武
彦
『
王
道
と
革
命
の
間

日
本
思
想
と
孟
子
問
題
』（
筑
摩
書
房

一

34
九
八
六
）。
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家
永
三
郎
『
田
辺
元
の
思
想
史
的
研
究
』『
日
本
思
想
史
に
お
け
る
否
定
の
論

35
理
の
発
達
』（
新
泉
社

一
九
七
三
）。
家
永
の
仕
事
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
小

田
直
寿
『
家
永
三
郎
の
思
想
史
的
研
究
』（
日
本
評
論
社

二
〇
二
四
）。

丸
山
眞
男
『
正
統
と
異
端
Ⅰ
』（
『
丸
山
真
男
集
別
冊
第
四
巻
』
岩
波
書
店

36
二
〇
一
八
）
。
丸
山
の
議
論
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
堀
米
庸
三
『
正
統
と
異

端
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
底
流
』（
中
央
公
論
社

一
九
六
四
）。
丸
山
の
正
統
論

を
用
い
た
研
究
と
し
て
安
丸
良
夫
『
近
代
天
皇
像
の
形
成
』（
岩
波
書
店

一

九
九
二
）。
丸
山
の
正
統
論
へ
の
批
判
と
し
て
森
本
あ
ん
り
『
異
端
の
時
代
』（
岩

波
新
書

二
〇
一
八
）
。
日
本
文
学
者
の
仕
事
と
し
て
河
上
徹
太
郎
『
異
端
と

正
統
』（
文
藝
春
秋
新
社

一
九
六
〇
）。
こ
う
し
た
日
本
の
正
統
＝
異
端
論
と

前
述
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
タ
ン
、
あ
る
い
は
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
の
「
ド

グ
マ
人
類
学
」（
『
ド
グ
マ
人
類
学
講
義
総
説
』
平
凡
社

二
〇
〇
三
）
と
の
交

錯
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

藤
田
省
三
『
異
端
論
断
章
』（
み
す
ず
書
房
）。

37

柄
谷
行
人
「
近
代
日
本
の
批
評

昭
和
前
期
Ⅰ
」（
『
近
代
批
評
の
批
評
Ⅰ

38
昭
和
編
上
』
講
談
社
文
芸
文
庫

一
九
九
七
）。

磯
前
順
一

ハ
リ
ー
・
Ｄ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
編
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う

39
経
験

―
一
九
三
〇
‐
四
〇
年
代
日
本
の
歴
史
学
』（
青
木
書
店

二
〇
〇
八
）。

吉
本
隆
明
「
詩
と
科
学
と
の
問
題
」（
初
出
『
詩
文
化
』
一
九
四
九
・
二

そ

40
の
後
『
吉
本
隆
明
全
集
一
』
晶
文
社

二
〇
一
四
に
所
収
）。

鹿
島
茂
『
思
考
の
技
術
論
』（
平
凡
社

二
〇
二
三
）。

41

ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
『
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
方
法
』（
大
修
館
書
店

一

42
九
七
四

p55

）。

亡
命
者
と
し
て
の
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ン
「
ア

43
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
人
の
ロ
マ
ニ
ス
ト

シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ア
―
と
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ

ハ
」（
『
亡
命
の
現
代
史
５

人
文
学
者
・
芸
術
家
』（
み
す
ず
書
房

一
九
七

三
）
。
同
論
文
で
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
初
期
に
ヴ
ィ
ー
コ
の
テ
ク
ス
ト
を
ド

イ
ツ
語
訳
し
て
お
り
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
晩
年
の
著
作Literary

language
&

its
public

in
late

Latin
antiquity

and
in

the
M

iddle
Ages

に
ヴ
ィ
ー
コ
の
歴

史
主
義
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

H
arry

Slochow
er

Literature
and

philosophy
betw

een
tw

o
W

orld
W

ars,

441945,reprintCitadelPress
1964,introduction

Ⅷ
。
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
研
究
に

つ
い
て
は
エ
レ
ア
ザ
ー
ル
・
メ
レ
チ
ン
ス
キ
ー
『
神
話
の
詩
学
』（
水
声
社

二
〇
〇
七
）
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
タ
ー
『
神
話
と
文
学
』（
紀
伊
国
屋
書
店

一
九
七
六
）
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
が
あ
る
（
『
神
話
の
詩
学
』
に
つ
い
て
は
内

田
康
の
教
唆
を
得
た
）。

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
前
掲
書

introduction

Ⅹ
Ⅶ
。
ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
マ
ン
研
究

45
者
と
し
て
の
側
面
は
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
ー
プ
レ
ヒ
ト
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
物
語
Ⅱ

亡
命
時
代
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
』（
三
元
社

二
〇
〇
七
）
、
『
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
日
記
』（
紀
伊
国
屋
書
店

一
九
八
五
）
に
言
及
が
あ
る
（
マ
ン
は
ア
メ

リ
カ
滞
在
中
の
日
記
で
幾
度
も
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
に
触
れ
て
い
る
）。

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
前
掲
書

p380

。

46

ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
『
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
方
法
』（
大
修
館
書
店

一

47
九
七
四

p55

）。

森
常
治
『
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
ロ
ゴ
ロ
ジ
ー
』（
勁
草
書
房

一
九
八
四
）。

48

富
山
太
佳
夫
「
交
換
の
詩
学

―
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
」（
『
テ
キ
ス
ト
の
記
号

49
論
』
南
雲
堂

一
九
八
二
）。

富
山
前
掲
論
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
『
道
化
と
笏
杖
』（
晶
文
社

50

一
九
八
三

p287

翻
訳
者
は
高
山
宏
）
で
も
こ
の

perspective
by

incongruity

の
概
念
は
活
用
さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
山
口
昌
男
が
バ
ー
ク
に
着
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眼
し
た
の
も
そ
の
理
論
の
「
道
化
」
性
ゆ
え
だ
ろ
う
（
山
口
昌
男
『
文
化
の
両

義
性
』
岩
波
書
店

一
九
七
五

p34-40
p255

）。
山
口
は
『
文
化
の
詩
学
』

（
岩
波
現
代
選
書

一
九
八
三
）
で
も
た
び
た
び
バ
ー
ク
に
言
及
し
て
い
る
。

富
山
太
佳
夫
「
修
辞
学
か
ら
歴
史
哲
学
へ
」（
『
テ
キ
ス
ト
の
記
号
論
』
南
雲

51
堂

一
九
八
二
）
。
富
山
英
文
学
の
理
論
的
基
礎
が
す
で
に
こ
の
段
階
で
出
来

上
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
由
良
君
美
経
由
の
バ
ー
ク
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
。

Fredric
Jam

eson
The

Sym
bolic

inference,or,K
enneth

Burke
and

52Ideologicalanalysis,Ideologies
oftheory

verso
2020

。
な
お
こ
の
論
に
は
中

村
に
よ
る
批
判
（
バ
ー
ク
が
テ
ク
ス
ト
の
外
部
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
）
が
あ

る
。
中
村
渉
「
『
内
な
る
外
』
ま
た
は
『
外
な
る
内
』

―
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク

の
弁
証
法
的
比
喩
論
」（『
記
号
学
研
究
』
一
〇

一
九
九
〇
）。

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン『
政
治
的
無
意
識
』（
平
凡
社

一
九
八
九
）。

53

中
西
満
貴
典
『
レ
ト
リ
ッ
ク
と
哲
学

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
か
ら
ミ
シ
ェ
ル
・

54
フ
ー
コ
ー
』（
彩
流
社

二
〇
一
九
）。
ま
た
、
バ
ー
ク
の
比
喩
論
に
弁
証
法
的

思
考
を
見
る
研
究
と
し
て
中
村
渉
前
掲
論
。
中
村
は
吉
本
の
弁
証
法
的
思
考
の

不
十
分
さ
（
西
洋
の
比
喩
概
念
と
対
応
せ
ず
否
定
性
の
側
面
が
強
す
ぎ
る
）
を

批
判
し
、
バ
ー
ク
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
＝
弁
証
法
の
理
論
（perspective

by

incongruity

と
結
び
つ
い
た
よ
り
開
放
的
な
理
論
）
で
そ
れ
を
補
完
し
て
い
る
。

船
津
衛
「
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」（『
人
文
研
究
』（
大
阪
市

55
立
大
学
）
二
九
‐
一
〇

一
九
七
七
）。
バ
ー
ク
は
ミ
ー
ド
の
影
響
を
受
け
て

い
る
。
バ
ー
ク
へ
の
言
及
が
あ
る
船
津
衛
『
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
』（
恒

星
社
厚
生
閣

一
九
七
六

p60-63

）
も
参
照
。

ル
イ
ス
・
メ
ナ
ン
ド
『
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ク
ラ
ブ

―
米
国
一
〇
〇
年
の

56
精
神
史
』（
み
す
ず
書
房
）
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ロ
ッ
ペ
ン
バ
ー
グ
『
オ
バ
マ
を

読
む
』（
岩
波
書
店

2012

）。

こ
の
観
点
は
原
爆
文
学
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
側
の
視
点
を
取
っ
た
作
品
、
堀

57
田
善
衛
『
審
判
』、
小
田
実
『H

IRO
SH

IM
A

』
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
視
点

で
読
み
な
お
し
た
時
に
ど
の
よ
う
な
読
解
が
可
能
か
と
い
う
問
い
を
誘
発
す
る
。

柄
谷
前
掲
論
。

58

沢
田
允
茂
『
現
代
に
お
け
る
哲
学
と
論
理

論
理
的
分
析
と
哲
学
的
綜
合
』（
岩

59
波
書
店

一
九
六
五

p141

）。

植
田
清
次
『
分
析
哲
学
』（
紀
元
社

一
九
五
六
）、
永
井
成
男
『
分
析
哲
学
』

60
（
弘
文
堂

一
九
五
九
）
、
中
村
秀
吉
『
科
学
論
の
基
礎

分
析
的
方
法
と
マ

ル
ク
ス
主
義
』（
青
木
書
店

一
九
七
〇
）、
上
山
春
平
『
弁
証
法
の
系
譜

マ

ル
ク
ス
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』（
未
来
社

一
九
七
一
）。
な
お
、
近
年

の
吉
本
論
も
含
ん
だ
興
味
深
い
検
証
と
し
て
鹿
島
茂
『
思
考
の
技
術
論
』（
平

凡
社

二
〇
二
三
）
。
弁
証
法
的
思
考
を
相
対
化
し
よ
う
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

試
み
と
し
て
李
御
寧
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
文
明
論
』（
新
潮
新
書

二
〇
〇
五
）。

中
村
、
上
山
前
掲
書
。

61

廣
松
渉
『
資
本
論
の
哲
学
』（
勁
草
書
房

一
九
八
七
）、
同
『
弁
証
法
の
論

62
理
』（
青
土
社

一
九
八
〇
）、
同
『
科
学
哲
学
』（
『
廣
松
渉
著
作
集
』
第
三
巻

一
九
九
七
）。
吉
田
民
人
『
情
報
と
自
己
組
織
性
の
理
論
』（
東
京
大
学
出
版

会

一
九
九
〇
）
、
吉
田
理
論
へ
の
仮
借
な
い
批
判
と
し
て
橋
爪
大
三
郎
「
自

己
組
織
性
と
情
報
の
社
会
学

吉
田
理
論

三
部
作
を
論
ず
」（『
社
会
学
評
論
』

四
三

一
九
九
二
）。

こ
の
件
に
関
し
、
鶴
見
俊
輔
の
仕
事
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
い
も

63
浮
上
す
る
。
鶴
見
の
仕
事
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
谷
川
嘉
浩
『
鶴
見
俊
輔
の
言
葉
と
倫
理

―
想
像
力
、

大
衆
文
化
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』（
人
文
書
院

二
〇
二
二
）。
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ス
ラ
ー
ヴ
ァ
・
ゲ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
『
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ー
ク
か
ら
サ
イ
バ
ー
ピ
ー

64
ク
へ

ソ
連
に
お
け
る
科
学
・
政
治
・
言
語
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会

二
〇

二
三
）
、
エ
デ
ン
・
メ
デ
イ
ー
ナ
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
革
命
家
た
ち

ア
ジ
ャ
ン
デ
時
代
の
チ
リ
に
お
け
る
技
術
と
政
治
』（
青
土
社

二
〇
二
二
）。

こ
の
論
点
に
関
し
て
ゲ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
邦
訳
者
で
あ
る
大
黒
岳
彦
の
廣
松
渉

か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
ま
で
を
に
ら
ん
だ
『
〈
情
報
的
世
界
観
〉
の
哲
学

―
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
タ
ヴ
ァ
ー
ス
・
生
成
Ａ
Ｉ
』
（
青
土
社

二
〇
二
三
）
を
参

照
。矢

吹
晋
『
中
国
の
夢

電
脳
社
会
主
義
の
可
能
性
』（
花
伝
社

二
〇
一
八
）。

65

ユ
ク
・
ホ
イ
『
中
国
に
お
け
る
技
術
へ
の
問
い
』（
ゲ
ン
ロ
ン

二
〇
二
〇
）、

66
同
『
再
帰
性
と
偶
然
性
』（
青
土
社

二
〇
二
二
）。

ス
ロ
チ
ャ
ワ
ー
の
記
念
論
文
集
で
あ
るM

yth
C

reativity
Psychoanalysis:

67Essays
in

H
onor

ofH
arry

Slochower,W
ayne

State
U

niversity
Press

1978

に

は
亡
命
時
代
の
友
人
だ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ホ
の
三
〇
年
代
に
書
か
れ
た
ド
イ
ツ
語
論
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
（Zur

em
pirishen

und
philosopshischen

cruxbildung
im

erkennen

）
。
由
良
君
美
『
み
み
ず
く
偏
書
記
』（
ち
く
ま
文
庫

二
〇
一
二

p227

）

も
参
照
。

的
場
昭
弘
『
待
ち
望
む
力

ブ
ロ
ッ
ホ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ヴ
ェ
イ
ユ
、
ア
ー
レ

68
ン
ト
、
マ
ル
ク
ス
が
語
る
希
望
』（
晶
文
社

二
〇
一
三
）、
植
村
邦
彦
『
敗
北

後
の
思
想

―
ブ
ロ
ッ
ホ
、
グ
ラ
ム
シ
、
ラ
イ
ヒ
』（
人
文
書
院

二
〇
二
四
）。

ま
た
、
田
崎
英
明
『
間
隙
を
思
考
す
る
』（
以
文
社

二
〇
二
四
）
で
は
ブ
ロ

ッ
ホ
が
重
要
な
参
照
枠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
治
代
『
ブ
ロ
ッ
ホ
と
「
多
元
的
宇
宙
」
』（
知
泉
書
館

二
〇
一
一
）
。

69

Ｆ
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
『
弁
証
法
的
思
考
の
冒
険
』、
同
『
ヘ
ー
ゲ
ル
変
奏
』（
青

70
土
社

二
〇
一
一
）
、
同
『
未
来
の
考
古
学
Ⅰ

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
名
の
欲

望
』（
作
品
社

二
〇
一
一
）。

秋
元
秀
紀
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
知
識
人
の
源
流

一
九
三
〇
年
代
の
政
治
と
文

71
学
』（
彩
流
社

二
〇
〇
一
）。

吉
田
朋
正
『
エ
ピ
ソ
デ
ィ
カ
ル
な
構
造

〈
小
説
〉
的
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
ヒ

72
ュ
ー
モ
ア
の
概
念
』（
彩
流
社

二
〇
一
八
）。

こ
れ
は
由
良
君
美
の
高
弟
だ
っ
た
高
山
宏
と
富
山
太
佳
夫
、
四
方
田
犬
彦
が

73
な
ぜ
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
の
仕
事
（
特
に
そ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
）
へ
の
言
及
を
し
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
も
か
か
わ
る
（
た
だ
ラ
イ
タ
ー
『
神
話
と
文
学
』

の
邦
訳
者
は
富
山
で
あ
る
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
の
仕
事
は
明

ら
か
に
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
に
先
駆
す
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
と
ジ
ェ
イ

ム
ソ
ン
の
間
に
人
的
関
係
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
含
め
、
今
後
、
検
討
の
余

地
が
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
齋
藤
一
と
の
対
話
に
負
っ
て
い
る
）。

丹
生
谷
貴
志
「
歴
史
の
〈
外
部
〉」『
Ｇ
Ｓ
』
三
「
特
集

千
の
ア
ジ
ア
」（
冬

74
樹
社

一
九
八
五
）。

丹
生
谷
前
掲
論
。

75

鈴
木
規
夫
「〈
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
〉
の
構
造
と
権
力

―
サ
イ
ー
ド
に
お
け

76
る
〈
視
覚
認
識
〉
問
題
に
お
け
る
限
界

―
」（
鈴
木
規
夫
『
光
の
政
治
哲
学

ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
と
モ
ダ
ン
』
国
際
書
院

二
〇
〇
八
）
。
こ
の
点
に
関

す
る
私
の
見
解
と
し
て
拙
稿
「
「
地
域
性
と
文
学
」
へ
の
一
考
察

―
先
行
研

究
を
概
観
し
な
が
ら
展
望
を
考
え
る

―
」（
『
近
代
文
学
試
論
』
六
〇

二
〇

二
二
・
一
二
）。

ま
た
、
コ
ム
ク
は
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
の
講
義
ノ
ー
ト

77
（
ト
ル
コ
語
で
し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
）
が
彼
の
著
作
を
補
完
す
る
と
し
、

一
部
講
義
ノ
ー
ト
の
英
訳
を
収
録
し
て
い
る
。K

ader
K

om
uk

East
W

est

M
im

esis
Auerbuch

in
Turkey

,2010

。
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エ
ミ
リ
ー
・
ア
プ
タ
ー
『
翻
訳
地
帯

新
し
い
人
文
学
の
批
評
パ
ラ
ダ
イ
ム

78
に
向
け
て
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
一
八
）。

郭
旻
錫
『
自
己
否
定
す
る
主
体

―
一
九
三
〇
年
代
「
日
本
」
と
「
朝
鮮
」

79
の
思
想
的
媒
介
』（
京
都
大
学
術
出
版
会

二
〇
二
三
）。
郭
は
今
井
の
丸
山
・

田
辺
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
全
体
と
京
都
学
派
と
の
対
応
に
つ
い
て
廖
欽
彬
・
伊
東
貴
之
編
『
東

80
ア
ジ
ア
に
お
け
る
哲
学
の
生
成
と
発
展

間
文
化
の
視
点
か
ら
』（
法
政
大
学

出
版
局

二
〇
二
二
）。

吉
本
隆
明
『
ア
フ
リ
カ
的
段
階
に
つ
い
て
』（
春
秋
社

一
九
九
八
）。

81

稲
賀
繁
美
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。
稲
賀
繁
美
「「
西
側
」
近
代
性
に
対
す
る

82
抵
抗
と
「
東
洋
的
」
沈
潜
へ
の
誘
惑
と
」
酒
井
直
樹
・
磯
前
順
一
編
『
「
近
代

の
超
克
」
と
京
都
学
派

―
近
代
性
・
批
判
的
注
釈
」（
『
日
本
研
究
』
第
五
四

集

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
七
）。

丹
生
谷
貴
志
「
歴
史
の
〈
外
部
〉」。

83

ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
タ
イ
ナ
ー『
言
語
と
沈
黙

上
』（
せ
り
か
書
房

一
九
六
九
）。

84
ス
タ
イ
ナ
ー
は
同
書
で
ホ
メ
ロ
ス
に
触
れ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
刊
行
の
ス
ロ

ワ
チ
ャ
ー
のLiterature

and
philosophy

betw
een

tw
o

W
orld

W
ars

に
原
爆
に

つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
ス
ロ
ワ
チ
ャ
ー
は
同
書
で
ユ
ダ
ヤ
性
に
言
及
し
て

い
る
ほ
か
（p229-243

）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ル

（Franz
W

erfel

）
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
事
件
を
描

い
た
小
説
『
モ
ー
セ
山
の
四
十
日
』（
日
本
文
芸
社

一
九
九
三
）
を
論
じ
て

お
り
（p233

）、「
大
虐
殺
」
表
象
に
つ
い
て
は
視
野
に
入
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

拙
稿
「「
ム
ー
ゼ
ル
マ
ン
」
の
傍
ら
に
お
け
る
「
倫
理
」
と
「
連
帯
」
は
「
喩
」

85
と
し
て

表
象
可
能
か
」。

江
藤
淳
『
神
話
の
克
服
』。

86

丸
山
真
男
「
二
十
四
年
目
に
語
る
戦
争
体
験
」（
丸
山
真
男
手
帖
の
会
『
丸
山

87
真
男
話
文
集
』
み
す
ず
書
房

二
〇
〇
八
）
。
こ
の
点
に
触
れ
た
研
究
と
し
て

苅
部
直
『
丸
山
真
男
』（
岩
波
新
書

二
〇
〇
六
）。

家
永
三
郎
『
太
平
洋
戦
争
』（
岩
波
現
代
文
庫

二
〇
〇
二
）。

88

ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ
ス
ト
『
新
月
の
夜
』
の
原
爆
表
象
を
め
ぐ
る
由
良
と
高

89
山
の
確
執
に
つ
い
て
は
高
山
宏
『
超
人
高
山
宏
の
作
り
方
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

二
〇
〇
七
）
、
四
方
田
犬
彦
『
先
生
と
わ
た
し
』
（
新
潮
社

二
〇
〇
七

p144-145

）。

こ
こ
で
ト
リ
ー
ト
が
例
に
挙
げ
て
い
る
の
は
黒
古
一
夫
『
原
爆
と
こ
と
ば
』（
三

90
一
書
房

一
九
八
三
）
で
あ
る
。

拙
稿
「
森
瀧
市
郎
研
究
覚
書
そ
の
二

―
「
中
動
態
の
哲
学
」
を
経
由
し
て

91
原
爆
文
学
研
究
へ
の
架
橋
を
試
み
る
た
め
の
ノ
ー
ト

―
」（『
原
爆
文
学
研
究
』

二
〇

二
〇
二
二
・
三
）
。
こ
の
論
に
関
し
て
は
中
動
態
を
基
軸
に
し
た
論
が

責
任
の
問
題
を
回
避
し
て
し
ま
い
、
ま
た
作
品
の
実
際
の
言
語
的
な
手
触
り
を

説
明
で
き
な
い
の
で
は
と
い
う
批
評
を
菅
原
潤
、
岡
和
田
晃
の
両
氏
よ
り
頂
戴

し
た
。
同
様
の
中
動
態
へ
の
批
判
と
し
て
稲
賀
繁
美
「
「
意
志
的
主
体
に
よ
る

責
任
」
と
い
う
〈
虚
構
の
必
要
悪
〉

「
中
動
態
」
か
ら
社
会
正
義
の
根
幹
を
問

い
直
す
（
下
）」（『
図
書
新
聞
』
三
三
〇
九
号

二
〇
一
七
・
七
・
一
）。
中
動

態
論
と
同
様
の
論
理
を
〈
中
動
態
の
概
念
を
使
わ
ず
に
〉
分
析
し
た
興
味
深
い

論
と
し
て
水
川
敬
章
「
否
定
性
の
共
同
体
の
た
め
に
『
薬
を
食
う
女
た
ち
』、「
ド

ラ
ッ
グ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」、
そ
し
て
、
五
所
純
子
の
書
く
行
為
に
つ
い
て
」（『
昭

和
文
学
研
究
』
八
七

二
〇
二
三
）。

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
『
文
学
形
式
の
哲
学
』（
国
文
社

一
九
八
三
）。

92

ユ
ク
・
ホ
イ
『
再
帰
性
と
偶
然
性
』
で
の
議
論
を
こ
の
論
点
か
ら
再
検
討
す

93
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
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大
澤
真
幸
『
社
会
シ
ス
テ
ム
の
理
論
』（
弘
文
堂

二
〇
一
五
）。

94

ス
ピ
ノ
ザ
の
反
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
ピ
エ
ー
ル
・
マ
シ

95
ュ
レ
『
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ス
ピ
ノ
ザ
か
』（
新
評
論

一
九
八
六
）、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ネ
グ
リ
『
野
生
の
ア
ノ
マ
リ
ー
』（
作
品
社

二
〇
〇
八
）。
及
び
そ
れ
を
受
け

た
丹
生
谷
貴
志
「
『
野
生
の
異
例
性
』
を
め
ぐ
る
ノ
ー
ト
」（
『
現
代
思
想
』
一

九
八
六
・
七
）。

工
藤
喜
作
「
自
然
か
ら
社
会
へ(

ホ
ッ
ブ
ス
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
場
合)

『
哲
学
思

96
想
論
集
』（
筑
波
大
学

一
一

一
九
八
六
）。

丹
生
谷
『
野
生
の
異
例
性
』p119
。

97

丹
生
谷
前
掲
論

p120

。
ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
哲
学
史
講
義

下
』（
河
出
書

98
房
新
社

一
九
九
三

p240

）

拙
稿
「
森
滝
市
郎
研
究
覚
書
そ
の
二

―
「
中
動
態
の
哲
学
」
を
経
由
し
て

99
原
爆
文
学
研
究
へ
の
架
橋
を
試
み
る
た
め
の
ノ
ー
ト

―
」（『
原
爆
文
学
研
究
』

二
一

二
〇
二
二
）
。
な
お
田
辺
の
影
響
下
に
書
か
れ
た
石
沢
要
『
ス
ピ
ノ
ザ

研
究
』（
創
文
社

一
九
七
七
）
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
「
実
体
と
属
性
と
様
態
の
交

互
関
係
の
弁
証
法
的
関
係
」（p133

）
を
認
め
て
い
る
。

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
『
動
機
の
文
法
』。
ス
ピ
ノ
ザ
の
影
響
は
森
常
治
前
掲
書
で

100
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

拙
稿
「「
ム
ー
ゼ
ル
マ
ン
」
の
傍
ら
に
お
け
る
「
倫
理
」
と
「
連
帯
」
は
「
喩
」

101
と
し
て

表
象
可
能
か
」。

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
『
動
機
の
文
法
』p422

。

102

山
口
昌
男
『
文
化
の
両
義
性
』（
岩
波
書
店

一
九
七
五

p37

）。

103

平
田
公
威
「
意
味
の
論
理
学
』
に
お
け
る
動
詞
と
時
間

―
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に

104
お
け
る
ギ
ヨ
ー
ム
言
語
論
の
受
容
に
つ
い
て

―
」（
『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
思
想
研

究
』
二
二

二
〇
一
七
）、
樋
笠
勝
士
「
ス
ト
ア
派
に
お
け
る
「
述
語
」
に
つ

い
て

―
ド
ゥ
ル
ー
ズ
を
契
機
に
し
て
」（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

六
二

二
〇
一
五
）。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
『
構
成
的
権
力

近
代
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
』（
松
籟

105
社

一
九
九
九
）
。
な
お
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
は
前
掲
『
未
来
の
考
古
学
Ⅰ
』
で

バ
ー
ク
の
憲
法
論
に
触
れ
て
い
る
（p438

）。

A
bram

A
nders

Pragm
atism

s
by

Incongruity:'Equipm
ent

for
Living'

106from
Kenneth

Burke
to

G
illes

D
eleuze,The

Journalof
the

K
enneth

Burke

Society
V

O
L.7

2011

。
ア
ン
ダ
ー
ス
は
バ
ー
ク
がPerm

anence
and

change

で
ジ
ョ
イ
ス
を
論
じ
た
箇
所
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
そ
れ
を
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の『
臨

床
と
批
評
』
の
言
語
論
に
結
び
付
け
て
い
る
。

山
森
裕
毅
『
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学

―
超
越
論
的
経
験
論
の
生
成
と

107
構
造
』
（
人
文
書
院

二
〇
一
三
）
、
テ
ィ
ボ
ー

ト
ゥ
ロ
シ
ュ
ー
「
多
元
主
義

的
〈
闘
争
の
技
法
〉
と
し
て
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

―
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ

イ
ム
ズ
か
ら
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル/

ド
ゥ
ル
ー
ズ
へ
」（『
思
想
』
二
〇
一
八
・
一

〇
）
、
西
川
耕
平
「
経
験
と
学
習

ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
デ
ュ
ー
イ
」（
『
哲
学
』
一

五
一

二
〇
二
三
）。

ボ
ブ
・
ブ
ラ
ン
ト
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

倫
理
的
・

108
思
想
的
思
想
』（
三
和
書
籍

二
〇
一
七
）、
槇
野
沙
央
理
「
自
己
明
晰
化
と
し

て
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
哲
学

―
治
療
的
解
釈
を
超
え
て
」
（
千
葉
大

学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
二
〇
一
九
年
度

博
士
論
文
）
、
ウ
ィ
ト
ゲ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
論
か
ら
ケ
ア
の
問
題
に
つ
な
ぎ
、
最
終
章
で
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
柔
和
な
女
』
を
論
じ
つ
つ
死
者
と
ケ
ア
の
非
対
称
性
を
論

じ
る
埼
川
修
『
他
者
と
沈
黙

―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
ケ
ア
の
哲
学

へ
』（
晃
洋
書
房

二
〇
二
〇
）。

遠
藤
知
己
「
「
言
説
」
の
経
験
論
的
起
源
（
上
）」（
『
思
想
』
二
〇
〇
〇
・
六

109
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）。

拙
稿
「
森
瀧
市
郎
研
究
覚
書

―
バ
ト
ラ
ー
研
究
と
日
本
倫
理
思
想
と
の
比

110
較
を
中
心
に

―
」（『
原
爆
文
学
研
究
』
一
九

二
〇
二
〇
）。

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＆
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
『
ミ
ル
・
プ
ラ
ト
ー
』（
河

111
出
書
房
新
社

一
九
九
六
）。

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
『
動
機
の
文
法
』。
批
判
的
実
在
論
の
立
場
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
・

112
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
を
再
検
証
し
た
も
の
と
し
て
ロ
イ
・
バ
ス
ガ
ー
『
弁
証
法
』

（
作
品
社

二
〇
一
五
）。

偶
然
性
の
観
点
か
ら
見
た
文
学
史
記
述
と
し
て
加
藤
夢
三
『
合
理
的
な
も
の

113
の
詩
学

―
近
現
代
日
本
文
学
と
理
論
物
理
学
の
邂
逅
』（
ひ
つ
じ
書
房

二

〇
一
九
）。

四
方
田
犬
彦
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
帰
還
』（
自
由
国
民
社

一
九
九
六
）。

114

拙
稿
「「
大
審
問
官
」
と
「
原
爆
文
学
」

―
核
時
代
に
お
け
る
権
力
表
象
と

115
対
抗
表
象
に
関
す
る
ノ
ー
ト

―
」（『
原
爆
文
学
研
究
』
二
一

二
〇
二
三
）。

前
掲
拙
稿
「
大
審
問
官
」。

116

四
方
田
犬
彦
『
磨
滅
の
賦
』（
筑
摩
書
房

二
〇
〇
三
）。

117

丹
生
谷
貴
志
「
直
接
性
の
弁
証
法

―
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」（
『
女

118
と
男
と
帝
国
と
』
青
土
社

二
〇
〇
〇
）。


